
《
フ

ィ

ア

ー

レ

の

画

家

》

の

白

地

レ

キ

ュ
ト

ス

(
付

J

D

・
ビ

ー
ズ

リ

『
ア

ッ
テ

ィ
カ

の
白

地

レ
キ

ュ
ト

ス
』

の
翻

訳
)

福

部

信

敏

こ

こ

に
訳

出

し

た

ジ

ョ
ン

・
ビ

ー
ズ

リ
卿

(
一
八

八

五
-

一
九

七

〇

)

の

『
ア

ッ
テ

ィ
カ

の
白

地

レ
キ

ュ
ト

ス
』
'
は
今

か

ら
半

世

紀

以

上

も

前

に

(
1
)

出

版

さ

れ

た

講
演

記

録

で

あ

る
。

ア

ッ
テ

ィ
カ

の
墓

碑

と

並

ん

で
、

ギ

リ

シ

ア

の
葬

礼

美

術

の

二
大

ジ

ャ

ン

ル
を

成

す

ア

ッ
テ

ィ

カ

の

白

地

レ

キ

ュ
ト

ス
を

論

じ

よ

う

と
す

る
者

が

避

け

て

は
通

れ

な

い
古

典

的

名

著

で
あ

る

。

一
九

八

九
年

に

D

・
C

・
ク

ル
ツ

に

よ

っ
て
編

集

さ

れ

た

『
ギ

リ

(
2
)

シ

ア
陶

器

J

・
D

・
ビ

ー
ズ

リ
講

演

集

』

の
中

に
も

、

ビ

ー
ズ

リ
自

身
後

に
見
解

を

異

に

し

た
論

点

が

あ

る

に
も

か

か
わ

ら

ず

、

一
字

一
句

そ

(
3
)

の
ま
ま

の
形
で
再
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
平
易
な
言
葉
に
託
さ
れ
た
白
地
レ
キ

ュ
ト
ス
全
般
に
関
す
る
含
蓄
の
深
さ
は
今
も

っ
て
そ
の
生
命
を
失

っ

て
い
な

い
ば
か
り
か
、
特
に
図
像
学
上
の
解
釈
の
仕
方
、
絵
を
読
み
解
く
方
法
は
今
日
の
研
究
そ
の
も
の
と
い

っ
て
過
言

で
は
な
い
。
ビ
ー
ズ
リ
が

取
扱

っ
た
画
家
た
ち
の
中
か
ら
、
こ
こ
で

《
フ
ィ
ア
ー
レ
の
画
家
》
を
特
に
紹
介
す
る
理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
ビ
ー
ズ
リ
自
身
の
見
解
の
変
更

問
題
は
と
も
か
く
、
こ
の
画
家
が
、
翻
訳
ば
か
り
で
な
く
、
白
地
レ
キ

ュ
ト
ス
全
体
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
位
置
を
占

め
て
い
る
も
の
と
判
断
し

た
か
ら
で
あ
る
。

《
フ
ィ
ア
ー
レ
の
画
家
》
は
基
本
的
に
は
赤
像
画
家
で
、
前
五
世
紀
に
お
け
る
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
陶
器
画
家
の
最
も
重
要
な
流
派
、
《
ベ
ル
リ
ン
の
画

(
4
)

家
》
か
ら

《
ア
キ
レ
ウ
ス
の
画
家
》
へ
の
系
譜
、
そ
の
最
後
に
位
置
し
て
い
る

。

《
ア
キ
レ
ウ
ス
の
画
家
》
が
準
備
し
、
か
つ
完
成
さ
せ
た
厳
格
様

式
か
ら
盛
期
古
典
様
式

へ
の
道
を
さ
ら
に
押
し
進
め
て
、
パ
ル
テ
ノ
ン
の
最
後
期
の
破
風
彫
刻
が
も

つ
古
典
芸
術
の
華
麗
さ
に
ま
で
近
づ
い
た
の
が

(
5
)

《
フ

ィ
ア

ー

レ
の
画

家

》

で
あ

っ
た
。

「
あ
ど

け

な

い
魅

力

と

快

活

さ

」
、

「真

の
魅

力

と

、

大

型

作

品

に
お

け

る

高

貴

さ

」

等

が

、
伝

統

の
形

式

美

ト一



と
微
妙

な
調
和
を
保

っ
て
い
る
。

現
在

《
フ
ィ
ア
ー
レ
の
画
家
》
に
帰
さ
れ
て
い
る
白
地
の
作
品
は
二
点
の
萼
型
ク
ラ
テ
ル
と
五
点
の
レ
キ

ュ
ト
ス
に
過
ぎ
な
い
が
、
奇
跡
と
思
え

る
ほ
ど
す
べ
て
が
高
い
品
質
を
誇

っ
て
い
る
。

《
フ
ィ
ア
ー
レ
の
画
家
》
の
全
白
地
陶
器

【
覧
表

〉
図く

・。

旨
o°(○餌評一Φ図『F

Ò
)

所

在

地所蔵
番

号

出

土

地

高
さ

Oヨ

主

題

本
誌図番

号

ルテラク型萼地白

一
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㎝
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臆
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ペ
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セ
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ン

ド
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図
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ヘ

ル

メ

ス

と
パ

ッ

ポ
シ

レ

ノス、二人のニンフB三人のミューズ

図
6

ストユ
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墓

図
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8
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墓
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口
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2
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=
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)
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謹
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女

図
7
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ヘ

タ

イ

ラ

イ

「音

楽

学

校

(
な

い
し

、

遊

女

た

ち
)

へ
の
訪

問

」

を

主
題

に

し

た
ボ

ス
ト

ン
の
赤

像

フ

ィ
ア

ー

レ

(
口
絵

図

3

)

献

酒

用

の
平

皿
i

か

妨
飫
)

一
九

一
八
年

に
ビ

ー
ズ

リ
が

《
ボ

ス
ト

ン
の

フ

ィ
ア

ー

レ

の
画

家

》

(
後

に

《
フ

ィ
ア

ー

レ
の
画

家

》
と

呼

ば

れ

る

よ

う

に

な

る
)

を
命

名

し

た

折

、

そ

れ

を

核

に
集

め

ら

れ

た
作

品

総

数

は

四
十

三
点

に
過

ぎ

な

か

っ
た
。

そ

し

て
白

地

レ
キ

ュ
ト

ス
を
含

め

た
白

地

の
作

品

は

一
点

も

含

ま

れ

〆

嚇
な

い
。

一
九

二
五
年

に

な

っ
て
、

こ

の
画

家

と

深

く

係

わ

る

三

点

の

白

地

レ

キ

ュ
ト

ス

が

E

.
ブ

シ

ォ

ー

ル

に

よ

っ
て

初

め

て

公

表

さ

れ

た

。

ア

ッ
テ

ィ
カ

地
方

の
北

海

岸

オ

ロ
ボ

ス
の
同

一
墓

所

よ
り

出

土

し

た

作

品

群

で
あ

る

(
〉
幻
<
、
一
〇
卜。
・。
口

ω
。。

二

〇
卜。
卜。
ロ
ω
⑩

二

〇
N
g
b。

図

16

、

17
、

4
)
。

ブ

シ

ォ

ー

ル
は

こ

れ

ら

す

べ

て

を

《
ヘ
ル

メ

ス
の
画

家

》

と

し

た
が

、

ビ

ー
ズ

リ

は
全

く

逆

に
、

ま

さ

に
翻

訳

の
〉
妻

ピ
に
お

い

て
、

す

べ

て

を
別

人

の
作

と

考

え

た
。

す

な

わ

ち

、
〉
閃
<
。。
一
8

・。
矯
一
ω
㊤

(
図

17
)

の
み

を

《
フ

ィ
ア

ー

レ

の
画

家

》
と

認

め
、

ブ

シ

ォ
ー

ル
の

い
う

《
ヘ
ル

メ

ス
の
画

家

》

の
ネ

ー

ム

・
ピ

ー

ス

で
あ

る

〉
閃
く
、
;

N
b。
し

ω
c。

(図

16
)

を

《
ク

リ

オ

(
な

い
し

ク

レ
イ

オ
)

の
画
家

》
、

諺
力
<
、
一
〇
b。
9

N

(
図

4
)

を

《
ア

キ

レ

ウ

ス

の
画

家

》

と

《
フ

ィ

ア

ー

レ

の
画
家

》

の
中
間

に
位

置

、つ
け

た
。

そ

の
後

ビ

ー
ズ

リ

ー

は
〉
勾
<
、
さ

・。
卜。
」

ω
。。

を

も

《
フ

ィ

　
　
　

ア

ー

レ

の
画

家

》

と

認

め
、

一
九

四

二
年

に

出

版

さ

れ

た
〉
ヵ
〈
一
の
初

版

で

は
、

〉
幻
<
・。
5
鱒
・。
し

。。
⑩

σ
凶ω

(
口
絵

図

2
)

を

除

い
た

、
す

べ

て

の
白

地

レ

キ

ュ
ト

ス
作

品

四
点

が

登

録

さ

れ

て

い
る

。

ち

な

み

に
〉
ヵ
<
一
初

版

の

《
フ

ィ
ア

ー

レ

の
画

家

》

の

総

作

品

数

は

↓

一
二
点

に

増

大

し

て

い

(
9

)

(
10
)

る

。

現

在

流

布

し

て

い
る

一
九

六

三
年

の
第

二
版

の
〉
勾
〈
。。

に

至

っ
て
、

一
九

六

一
年

に
発

掘

報

告

が

な

さ

れ

た
〉
勾
く
。。
さ

N
N

ζ

・っ
σ
一゚。

の
他

、

二

つ
の
白

地

萼

型

ク

ラ
テ

ル

(
図

5

、

6
)

も

登
録

さ

れ
、

総

作

品

数

は

一
六

一
点

に

達

し

て

い
る

。

一
九

九

〇
年

に

『
フ

ィ
ア

ー

レ

の
画

家

』

と

(
11

)

い
う
集

大

成

と

も

い
え

る

著

作

を

公

刊

し

た

J

・
H

・
オ

ー

ク

リ

は

〉
カ
<
㈹番

号

を

混

乱

さ

せ

な

い
た

め

に
σ
尻
番

号

を
多

用

し

な
が

ら

《
フ

ィ

ア

ー

レ
の

画
家

》

の
総

作

品

数

を

一
入
七

点

ま

で
増

加

さ

せ

て

は

い
る

も

の

の
、
白

地

に

関

し

て

は
、
作

者

を

め

ぐ

る
帰

属

問

題

を
含

め
、
〉
カ
<
・.を

そ

の

ま

ま
踏

襲

し

て

い

る
。

,

二

つ
の
萼

型

ク

ラ

テ

ル

(〉
カ
<
。。
δ

§

芻

・
;
§

躍

図

5
、
6
)

に

つ
い

て

は
、

そ

れ

ら

の
主

題

が

当

時

の
ギ

リ

シ

ア
悲

劇

と

深

く
係

わ

っ
て

(
12

)

い

た

こ
と

な

ど

問

題

は
多

々
あ

る

が

、

紙

面

の
都

合

で
白

地

レ

キ

ュ
ト

図4NewYork,Metropolitan

MuseumofArt,22.53.
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図5Agrigento,MuseoArcheologico

Regionale,AG7.

図6Vatican,MuseiVaticani,16586.

ス
と
直

接

関
連

す

る
技

法

の
点

だ

け

述

べ

る

こ
と

に
す

る
。

翻

訳

の
本

文

の
中

で

も

し
ば

し
ば

言

及
さ

れ

て

い

る

「第

二

の
白

」
(
も

し

く

は

「
雪

の

白

」

ω
ぎ

≦
k
≦
耳

ρ

ω
。
ぎ

8

≦
皿
ω
ω
)
が

こ
れ

ら

二

つ
の

ク

ラ

テ

ル
だ

け

に

自

由

に
使

用

さ

れ

て

い
る
。

図

5

の

A
面

で

は

ア

ン
ド

ロ
メ
ダ

の
肌

に
、

図

6

の
A

面

で

は

ニ
ン

フ
の
肌

や

ヘ
ル
メ

ス
の

キ

ト

ン
、

パ

ッ
ポ

シ

レ

ノ

ス

に
至

っ
て

は

頭
髪

、

ひ
げ

、

尻
尾

、

さ

ら

に
毛

む

く

じ

ゃ
ら

の
身

体

を

表

わ

す

た

め

に

小

さ

な
白

点

が

全

身

を
覆

っ
て

い

る
。

こ
れ

に

つ
い

て

M

・
ロ
。ハ
ー

ト

ソ

ン
は

「
こ

れ

ら

の
作

品

が

制

作

さ

れ

た

頃

、

師

の

《
ア

レ

キ
ウ

ス

の
画

家
》

は

ま

だ
彼

の

レ
キ

ュ
ト

ス
に

こ

の
第

二
の
白

を

使

用

し

て

い
た

可

能

性

が

あ

る

が

、

必
ず

し

も

そ

う

い
う

風

に
推

測

す

る

必

要

は
な

い
。

《
フ

ィ
ア

ー

レ

の
画

家

》

は
そ

の
画

歴

の
相

当

進

ん

だ

段

階

に
な

っ
て
白

地

レ

キ

ュ
ト

ス
を

手

掛

け

始

め

た

こ

と

は

確

か

で

あ

っ

て
、

そ

の
と

き

に
な

っ
て
は

じ

め

て

第

二

の
白

ば

か

り

で

は

な

く

グ

レ
イ

(
13
)

ズ

輪

郭

技

法

を

も

捨

て
去

っ
た

の

で
あ

る

」

と

語

っ
て

い

る
。

そ

れ

が

真

実

で
あ

れ

ば

、

彼

の

五

つ
の
白

地

レ
キ

ュ
ト

ス
す

べ

て

が
高

品
質

の

も

の

で
あ

る

こ
と

も

納

得

が

い

く

。

い
ず

れ

に

し

ろ

「
第

二

の

白

」

の

放

棄

、

グ

レ
イ
ズ

輪

郭

技

法

か
ら

マ

ッ
ト
輪

郭

技

法

〔
翻

訳

本

文
参

照
〕

へ

の
推

移

は

ア

ッ
テ

ィ
カ

の
白

地

レ

キ

ュ
ト

ス

の
歴

史

全

体

の
趨
勢

で

あ

っ

た

。

こ

う

し

た

こ

と

を

根

拠

の

一
つ

に

し

て

J

・
H

・
オ

ー

ク

リ

は

《
フ

ィ

ア
ー

レ
の
画

家

》

の
全

白

地

陶

器

作

品

の
年

代

を

次

の
よ

う

に

割

(
14

)

り

出

し

て

い

る

。

一4一



麟

O
ム

麟

ud
°○

〉
カ
<
。。
;

一
8

㎝
ω

念

O
ム
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㎝
ゆ

○゚

〉
カ
<
・.
一
9

担

㎝
鳶

一
〇
さ。
b。
℃
一
軽
O

(
図

7
)

お

㎝
ム

ω
O

ゆ
○゚

〉
閃
く
・。
一
8

bo
鳩
一ω
◎◎
旧
;

bO
bO
鬮
一
Q。
⑩
旧
一
〇
bの
ト○
℃
一
ω
⑩
σ
量

一
〇
b。
ρ

一
凸

(
口
絵

図

1
)

し

か

し

な

が

ら

、

白

地

レ
キ

ュ
ト

ス

の
制

作

年

代

は
相

対

的

に
割

り
出

さ

れ

て
く

る

も

の

で
非

常

に

難

し

い
。

そ

し

て

さ

ら

に
相

対

的

様

式

論

、

技

法

論

ば

か

り

で

は
な

く

次

の
よ

う

な

全

く

別

の
観

点

か

ら
も

追

求

し

て

い

く

必

要

が

あ

る

。

翻

訳

に

も

言

及

さ

れ

て

い

る

問

題

で

あ

る

が

、

「《
フ

ィ
ア

ー

レ
の
画

家

》

が

彼

の
白

地

レ

キ

ュ
ト

ス

に
第

二

の
白

を

使

用

し
な

か

っ
た

こ
と

は
、

二

つ

の

ク

ラ

テ

ル
を

描

く

に
際

し

て
大

絵

画

が

(
15

)

手

本

に
な

っ
た

こ
と

を

推

測

さ

せ

る

」

と

E

・
ズ

ィ

ー

モ

ン
は

述

べ

て

い
る
。

〔
未
完

〕

図7Berlin,StaatlicheMuseen,

F2449.
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〔
注
〕

、

(
1

)

い

O
」
W
$

Nδ
ど

〉
巳

。

ミ

ず
凶8

い
①
ξ

夢
。
圃

〔
略

〉
≦

い

〕

口

㊤
ω
。。-
↓
冨

≦

自

p
∋

缶
Φ
コ
q

O
冨

暮

8

ζ
Φ
∋
。
「芭

い
Φ
2
ξ

ρ

住
9

<
Φ
お
畠

ぎ

囚
ぎ
σq
、ω

O
o
=
Φ
αq
ρ

客
Φ
≦
8

ω二
Φ

=
℃
o
嵩

↓
図
コ
ρ

一
Z
o
<
Φ
∋
ぴ
2

一⑩
巽

(
2
)

O
お
①
ズ

<
pω
Φ
ω
"
い
8

ε
お
ω
び
図

9

∪
°
切
8

Nδ
ど

Φ
9
8
住

σ
図

P

ρ

〆
ξ
貫

一⑩
c。
㊤

.
(
3
)

但

し
、

作

品

の
移

動

か

ら
生

じ

る
問

題

に
関

し

て

の

み
数

箇

所

で

〔
か

っ
て
〕

と

補

わ

れ

て

い
る

。

「注

」

は
全

面

的

に
書

き

直

さ

れ

て

お
り

、
翻

訳

で

は

そ

の

ク

ル

ツ
編

集

本

の
方

を

転

載

さ

せ

て

も

ら

っ
た

。

(
4
)

ζ

゜
カ
o
σ
臼
3
0
づ

は
最

新

の
著

作

(
↓
評
o
p
ユ

o
h
〈
p
ω①
℃
巴
註

コ
αQ
一昌

色
器

ωざ
巴

〉
爵
Φ
昌
ρ

お

㊤
卜。
も

゜
b。
O
①
)

で
、
《
フ

ィ
ア

ー

レ

の
画

家

》

に

は
弟

子
が

跡

付

け

ら

れ

な

い
と

し

、

か

つ

「《
ア
キ

レ
ウ

ス

の
画

家

・
フ

ィ
ア

ー

レ
の
画

家

》

工

房

の
終

焉

が

《
ミ

ュ
ン

ヒ

ェ
ン

ト。
ω
ω
α

の
画

家

》

の
分

派

を

生

み
、

か

つ
白

地

レ

キ

ュ
ト

ス
画

家

と

赤

像

画

家

と

の
分

業

の
開
始

を
告

げ

た
」

と
す

る
未

刊

行

の

く
碧

住
Φ
"
三

の
意

見

を

紹

介

、

賛

同

し

て

い
る

。

(
5
)

ビ

ー
ズ

リ
が

《
フ

ィ

ア

ー

レ

の
画

家
》

を

初

め

て
命

名

し

た
著

作

(
9

P

Gσ
8

N
一Φど

〉
鼠
。

力
巴

l
h一σq
ξ

Φ
α

〈
p
ω
Φ
ω
ぎ

〉
∋
Φ
膏

き

ζ

昜

Φ⊆
∋
ρ

一
曽

。。
も

・

一雪

)

に

お

い

て

、
p
惹

磊

。
∋
①
器

ω
ω
き

F

p

≦
〈
p。
一蔓

そ

し

て

〉
三

。

力
巴

I

h同αq
ξ

Φ
〈
器

Φ
℃
巴
三

Φ
δ

(初

版

一
㊤
お

〔略

〉
閃
<
9

第

二
版

お

①
ω

〔略

〉
閃
く
国〕
<
。
一゚

尸

℃
」

9

ら

に

お

い

て

は

.
貫
器

9

舘
夛

磐

α
.ぎ

三
ω
醇

σq
臼

≦
。
葺
ρ

5
。
げ
=
ξ

、
と

こ

の
画

家

は
簡

潔

に

紹

介

さ

れ

て

い
る
。

(
6
)

前

掲

書

、

注

5

(
7
)

国
゜
bd
二
ω警

。
び

〉
葺

ω。
冨

い
警

図
チ

Φ
コ
α
臼

℃
碧
島
Φ
⇒
o
自

Φ
即

〔
略

〉
い
℃

〕

℃
ζ

ε

σ

這
b。
㎝

(
8
)

前

掲

書

、

注

5

(
9
)

前

掲

書

、

注

5

(
10
)

と

〉
①
9

届

①
ど

℃
°
ω
8

国
゜
<
き

住
Φ
壱
。
9

Z
Φ
≦
ω
一Φ
暮
臼

h3
ヨ

9

Φ
Φ
8

「
ア

ナ
ヴ

ュ
ッ

ソ

ス
地
域

、

フ

ォ

カ
イ

ア
村

近

く

の
海
岸

か

ら
約

三

百

メ
ー

ト

ル

の
所

で

一
つ

の
前

五

世

紀

の
墓

が

発

見

さ

れ

た

。
各

面

そ

れ
ぞ

れ

別
個

に
作

ら

れ

た
石

板

に

よ

っ
て
囲

ま

れ

た

石

棺

が

あ

り

、

そ

の
墓

の
上

か

ら
幾

点

か

の
大

変

美

し

い
白

地

レ

キ

ュ
ト

ス
が

発

見

さ

れ

た

。」

(
11
)

旨

鍔

O
p
匹
Φ
ど

↓
プ
Φ
℃
窪
巴
。

℃
巴
茸

Φさ

お

㊤
〇

一
覧

表

の
参

考

作

品

の

O
p
匹
Φ
図

ぎ

゜
bu
N

は

bu
(①
箸

①
象

)
島

Φ

℃
三
p
δ

℃
p
一馨

9

§

畠

島

Φ

〉
。
毫

一Φ
ω

勺
p
ぎ
け①
「
を
意

味

し

て

い

る
。

(
12
)

例

え

ば

、

図

5
A

面

に

つ

い
て

は

〉
'
P

↓
お
コ
富

=

伽

↓
°
しu
.
r

≦

Φ
σ
ω
8
「』

=
昜

貫
9

8

ω
o
{
Ω
「Φ
Φ
屏

∪
蕁
ヨ
F

一㊤
『
ど

N
°
ω
8

げ
0
9
Φ
ρ

>
a

δ
∋
Φ
住
p

圏
゜
N

一

図

6

A
面

に

つ
い

て

は

男
゜
ゆ
δ
ヨ
ヨ
①
♂

ω
緯
簀
ω
且
①
一Φ
し

㊤
α
P

>
げ
ぴ
。
α
O

失

わ
れ

た
悲

劇

お

よ
び

サ

テ

ユ

ロ
ス
劇

に
関

し

て

は

岩

波
書

店

よ

り

刊
行

中

の

「ギ

リ

シ

ア
悲

劇

全

集

」

を

参

照

。

(
13
)

前

掲

書

、

注

4

一　一



(
14
)

前

掲

書

、
注

11
、

℃
6

(
15
)

国
゜
ω
一§
o
量

9

Φ
9

団8

三
ω。
げ
2

<
p
ωΦ
登

お

『Φ
も

゜
一
ω
㊤
同

書

に
本

誌

の
図

版

の
カ

ラ

ー

写
真

等

が

載

っ
て

い

る
。

本

誌

図

5

A

面
l

h
団σq
」

㊤
P

図

6

A

面

1

×
い
く
日

℃
図

14
1

×
自

く

・
×
じ
メ

図

16
ー

×
じ
≦

・
×
い
≦

H

〔付

記

1
〕

直

接

引

用

す

る

こ
と

は
な

か

っ
た

が

、

そ

の
他

、

翻

訳

に
際

し

て
参

照

し

た
基

本

文

献

の

み
挙

げ

て

お
く

(順

不
同

)
。

澤

柳

大

五
郎

『
ギ

リ

シ

ア
美

術

襍

稿

』

美

術

出

版

社

昭

和

五

十

七
年

エ
ル

ン

ス

ト

・
ブ

シ

ォ
ー

ル
著

澤

柳

大

五
郎

譯

編

『
或

る

ア

ッ
テ

ィ
カ

の

少

女

の
墓

』

岩

波

書

店

一
九

七

八
年

(
甲

∪σ
二
ω警

。
さ

Ω
鑓
び

Φ
ぎ
Φ
ω
p
什罸

9

Φ
コ

]≦
匿

o
冨

霧
し

㊤
㎝
㊤
)

、

中

山

典

夫

『
自

地

レ

キ

ュ
ト

ス

に
描

か

れ

た

墓

標

の
研

究

』

地

中

海

学

会

、

一
九

七

八

年

(
Z
°
乞
鋳

醸

p
∋
P

⊂
馨
Φ
お
⊆
9

⊆
づ
σq

号

「
p
鼠

≦
Φ
一ωω
αq
「§

息
αq
Φ
嵩

い
Φ
ξ

島
2

α
霞
σQ
Φ
ω
けΦ
=
8
コ

9

p
σ
∋
器

δ
び

零

①
凶σ
霞
σQ
"
一
㊤
◎。
卜。
)

}
°
P

切
8

巴
Φ客

勹
p
「巴
σ
o
ヨ
Φ
口
P

一㊤
ご

ピ
」
W
ξ

昌

飽

閃
゜
9

葦

p

】W
$

N
}①k

>
ま

①
巳

㊤
し

㊤
。。
卜。

〉
°
ω
」
≦
霞
鐔
ど
類

三
け①
〉
島
①
三
p
旨

<
p
ω
o
ω
ぎ

島
①
田

三
ωげ

]≦
昜

①
鋸
5

一
。。
㊤
①

類

゜
空

Φ
巴
Φ
び

≦

Φ
博ωω
αq
ε

巳

団σQ
Φ

〉
薮

ωo
冨

じ
Φ
ξ

島

Φ
P

一
㊤
一
ら

〉
°
閃
巴
吾

き

屏
ρ

〉
島

Φ
三
§

類

三
8

U
①ξ

チ
o
圃ご
く
o
r

凶
(一
8

刈
)博
<
o
r

鵠
(お

置

)

P

ρ

内
霞
貫

>
9
①
三
雪

≦

三
3

U
①
ξ

夢
9

一㊤
嗣

国
゜
国

=
三
L
≦
巴
①
お
凶
=
旨
住

N
Φ
凶島

5
=
話
σq
匹
9

0
「圃Φ
9

Φ
P

<
o
び

博～

葺

一
㊤
卜。
ω

℃
°
国
゜
〉
二
p
ρ

〉

顛

ψ
8
q

g

O
「Φ
Φ屏

<
9
ωΦ

℃
9
ぎ
二
昌
αQ
』

㊤
①
卜。

H°
≦

Φ
轟

奠
9
Φ
び

〉
巳

ω
9

≦

鉱
ωω膾
≡
匿

凶σq
ゆ
囚
2
p・
B
涛
℃
一㊤
o。
°。

い

即

]≦
①
「8
昜

噂
〉
け二
〇
煢

ゲ
同8

-
O
「o
=
嵩
9

δ

ミ

ー

』
°
ゆ
8

乙

∋
pP

>
島

Φ
三
き

カ
Φ匹

霊

αQ
霞

Φ
<
p
ωΦ
ω
I
l
↓
冨

Ω
器

匹
o
巴

℃
①
「δ
9

お

◎。
㊤

一　一

〔
付
記
2
〕
筆

者
は
研
究

課
題

で
あ

る

『
パ

ル
テ
ノ

ン
時
代

の
葬
礼
美
術
』

に
対
し

て
鹿
島
美
術
財
団
よ
り
平
成
三
年

度

の
助
成

を
受

け
た
。
本
稿

は
そ

の
研
究
成
果

の
第

二
の
報
告

で
あ
る
。

再
度
、
鹿
島
美
術
財
団

お
よ
び
関
係
各
位

に
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
。



J

・
D

・
ビ

ー

ズ

リ

『
ア

ッ
テ

ィ
カ

の
白

地

レ

キ

ュ
ト

ス
』

ハ
ト
ゥ
ン

・
ギ

ャ
ラ
リ

ー
の
ギ
リ

シ
ア
陶
器

の
陳

列
を
ご
覧

に
な
ら
れ
た
皆
様
方

の
中

に
は
、
そ
れ
ら

の
陶
器
が
も

つ
千
差
万
別

の
主
題

の
こ
と
、

そ
れ
ら
が
産

み

出
さ
れ
た
多
く

の
世
紀

の
こ
と
、
さ
ら
に
は
ま
た
日
常
生

活
や
英
雄
物
語

に

つ
い
て
の
、
陽
気

で
あ

る
か
と
思
う
と
深
刻

で
も
あ

っ
た
り
す
る
た
く
さ
ん
の
局

面
を
創

造
す

る
に
際
し

て
の
あ

の
活
力
と
嗜
好
と
に
一つ
い
て
、
想

い
起

さ
れ
る
方

々
が

お
ら
れ

る
こ
と

で
し
ょ
う
。
白
地

レ
キ

ュ
ト
ス
は
百
年
も
存

続
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
変

化

に
富

ん
だ
主
題
も
も

っ
て
い
ま
せ
ん
。
白

常
生
活

の
ほ
ん
の
僅

か
な
局
面
だ
け

に
係

わ
り
合

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
と

て
も
、
時
が
経

つ
に
従

っ
て
、
死
と
墓

の
ト

ピ

ッ
ク
だ
け

に
局
限
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
紀

元
前

五
世
紀

の
ア
テ
ナ
イ
人

の
生
と
死

に
対
す
る
も

の
の
考
え
方

に
つ
い
て
多
量
の
情

報
を
提

供
し
て

く
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
が
語
り
掛
け
る
あ
る
も

の
に

つ
い
て
は
言
葉

に
置
き
換
え
ら
れ

ま
す
が
、
な

か
に
は
表
現
す

る
よ
り
も
感
じ
取
る
方
が
は
る
か
に
容

易
な
も

の
も
あ

り
ま
す
。
品
質

は
様

々
で
す
。
華
や
か
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
多
く

は
取

る
に
足
ら

ぬ
も

の
で
あ

っ
た
り
、
即
製
さ
れ
た
も

の
で
す
が
、
し
ば

し
ば
美

し
く
、

か

つ
表
現

に
富

ん
だ
素
描

の
妙

に
出
会
う
こ
と
も
あ
り
ま
ず
。

画
家
達

の
名
前

は
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
陶
器
そ

の
も

の
の
研
究
か
ら
我

々
は
そ
れ
ら

の
様

式

の
い
く

つ
か
を
識
別

で
き
る

よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ス
ラ
イ
ド

白
地

レ
キ

ュ
ト
ス
は
写
真
映
り
が
か
な
り

い
い
も

の
で
あ
る
と

い
え
ま
し

ょ
う
。

こ
れ
か
ら
皆
様

に
ご
覧

い
た
だ
く
複
製

の
あ
る
も

の
は
普
通

の
写
真

で
す
が
、
他

サ

イ

ク

ロ

コ

グ

ラ

ヨ

フ

の
も

の
は
陶
器
と

カ
メ
ラ
と
が
連
動
し

て
回
転
す
る
装
置
を
も

っ
た
パ

ノ
ラ

マ
写
真
機

に
よ

っ
て
撮
影
さ
れ
た
も

の
で
す
。
陶
器

の
胴
体
が
円
筒
形
で
あ
れ
ば

、
そ
の

結
果

は
ほ
と

ん
ど
申

し
分
な

い
も

の
に
な
り
ま
す
が
、
器
と

い
う
も

の
は
決

し
て
完
全

な
円
筒
形

で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
絵

の
下
部
が

い
さ
さ
か
ピ

ン
ぼ

け
に
な

っ

て
お
り
ま
す

こ
と
を

お
許

し
願
わ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。

ス
ラ
イ
ド

の
う
ち
写
真

で
は
な
く
、
素
描

に
よ

っ
た
も

の
が

一
、

二
点
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
場
合
様
式
が
少

々

変

っ
て
し
ま
う

の
が
普
通

で
す
。

ま
ず
、

こ
れ
ら

の
陶
器

の

「用
途
」

に
つ
い
て
、

「形
体
」

に
つ
い
て
、
「
技
術
」

に

つ
い
て
少
し
述

べ
る
こ
と

か
ら
始

め
ま
し

ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば

「様
式
」

に
つ

震

考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
、
う
.
ボ
ス
ト
ン
の
莠

館
に
あ
る
レ
キ
、
-
ス

(図
8

貘

姻
轍

簸

碑

べ
)
は
墨

的
な
作
。咢

す

。

高
さ

は
三
十

入
セ
ン
チ
、
縁
を
含

ん
だ
絵
画
面

の
高
さ
は
約
十
九

セ
ン
チ
で
す
。

こ
れ
は
標
準
以

上
の
大
き
さ

で
す
が
、
も

っ
と
大
き
な
も

の
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
て
、
特

に
時
代
が
下

る
ほ
ど
顕
著

で
す
。

二
、

三
箇
所

の
汚
れ
を
別
に
す
れ
ば

、
保
存

は
ほ
ぼ
完
全

で
す
。

レ
キ

ュ
ト

ス
は
油

を
容

れ
る
器

で
し
た
。
現
在

の
言
葉
遣

い
で
は

こ
の
名
称
は
皆
様

が
今
ご
覧

に
な

っ
て

い
る
形
体
だ
け

に
限
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
古
代
ギ

リ
シ

一　}



(参考図)同 作家、

同種 レキュ トスの

器形

図8Boston,MuseumofFine

Arts,13.201.

ア
に
あ

っ
て
は
.」
の
言
口
葉

は
も

っ
と
広
藷

に
使
わ
れ

て
お
り
、
こ
れ
と
震

っ

た
形
体

の
油
容
器
や
油
壺

に
も
同
じ

よ
う

に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し

た

。

例
え
ば
、

ア
テ
ナ
イ

の
美
術
館

に
あ
る
全
く
違

っ
た
形
体

の
小
さ
な
赤
像
式
陶

器

は
陶

工
ド

ゥ
リ
ス
の
署
名
ば
か
り

で
は
な

く
、

も
う

一
つ
の
銘

〉
ω
。
℃
。
氏
。
δ
⊆

7
Φ
δ
oQ
旨
ゴ
o
ω

「
こ
の

レ
キ

ュ
ト

ス
は
ア
ソ
ポ
ド

ロ
ス
の
も

の
で
あ
る
」
を
も
帯

(3
)

び

て
お
り
ま

す

。

し
か
し
こ

の
言
葉

を
今

日
の
よ
う
に
狭
義

に
用

い
る
こ
と

は

便
利

で
す

の
で
、
そ
れ
を
止
め

て
し
ま
う
の
も
残
念

で
す
。

(4
)

こ
の
形
体
は
紀
元
前
六
世
紀
前
半
に
ア
テ
ナ
イ
で
発

明
さ
れ

ま
し

た

。

最
初

の
鐸

期

の
う
ち
に
我

々
の
も

の
と
多

く
の
共
通
点

を
も

つ
陶
器
が
登
場
し
ま
し

た

が

、

そ
れ
ら
が
基

本
的

に
我

々
の
い
う
形
体

を
獲
得
す

る
の
は
こ
の
世
紀

の

梯
と

.
四
半
期
に
陶

器
の
肩
部
が

た
ま
た
ま
強
調
さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
て
か
ら

で

す

。

も

っ
と
も
そ
れ
と
て
も
ボ

ス
ト

ン
の
レ
キ

ュ
ト
ス
に
見
ら
れ
る
調
和

の
と

れ
た
線
に
達
す
る
ま
で
に
は
さ
錠

多
く
の
時
を
要
し
茫

罷

錫

の
段
階
は
⊥ハ

世
紀

の
終

り
に
や

っ
て
き

ま
し

た

。

所
謂

こ
の

「標
準

円

筒

形
体

」

は

一

度
達

成
さ
れ
る
や
、
取

る
に
足

ら
ぬ
特
殊
な
点
を
除
け
ば
、
最
後
ま

で
、
と

い
う

こ
と
は
、

四
世
紀

の
初
頭

に
至

る
ま
で
、

ほ
ぼ
百
年

の
間
変
る

こ
と
な
く
存
続
し

最
初
期

の
レ
キ

ュ
ト
ス
は
す

べ
て
黒
像
技
法
ー

陶
器

の
橙

・
赤
粘
土
地
の
上
に
黒
の
形
象

(部
分
的

に
白
、
濃
赤
、
お

よ
び
線
刻
を
伴
う
)
1

で
装
飾

さ
れ
ま

し
た
。
ご
承
知

の
よ
う

に
、

五
三
〇
年
頃
新
し

い
技
法

で
あ
る
赤

像
が
登
場
し
、
徐

々
に
旧
技
法

に
取

っ
て
代
わ

り
ま

し
た
。
今
や
背
地
が
黒
く
塗
ら
れ
、
形

象
が
リ

ザ

ー
ヴ
さ
れ

る

(「Φ
・゚
Φ「<
Φ
α
)
、
す

な
わ
ち
粘
土

の
橙

・
赤
色

の
ま

ま
取
り
残
さ
れ
ま
し
た
。

さ

て
、

こ
の
新
し

い
赤
像
技
法
は
、
確
か
に
際
立

っ
て
最

も
重
要
な
も
の
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
黒
像
様
式

の
非
常

に
謹
厳
な
形
式
が

ア
テ

ナ
イ

の
陶

工
や
画
工
が

心

に
抱
く
あ
ら
ゆ
る
も

の
の
表
現
に
も
は
や
十
分
に
応
え
る
も

の
で
は
な
く
な

っ
た
と
感

じ
ら
れ
た

六
世
紀
後
半

に
、
陶
工
た
ち
に
よ

っ
て
な
さ
れ
た

い
く

つ
か
の
技

法
上

の
試
み

の

一
つ
で
あ

っ
た

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
の
試
み
の
う
ち
の
も
う

一
つ
が
白
地

の
使
用

で
あ
り
ま
し
た
。
陶
器
は
白
で
薄

く
被
覆
-

白
色

「皮
膜

ω
言

」
と
呼
ば

れ
て
い
る
も

の
ー

が
施
さ
れ
、
絵

は
橙

・
赤
粘
土

に
直
接
描

か
れ

る
の
に
代
わ

っ
て
そ

の
ス
リ

ッ
プ

の
上

に
な
さ
れ
ま
し
た
。
だ
が
、
そ
の
絵

に
用

い

ら
れ
た
技
法
が
普
通

の
黒
像

で
あ
り
、
背

地
が
橙

・
赤

か
ら
白

に
代

わ

っ
た
こ
と
が
唯

一
の
違

い
で
あ

っ
た
な
ら
ば
、
白
地

の
革
新

は
大
し
て
重
要

な
も

の
と

は
い
え

一9一



シ

ル

エ

ッ

ト

ア
ウ

ト

ラ
イ

ン

　

テ
ク

ニ

ッ
ク

ま
せ
ん
。
そ
れ
が
重
要
に
な

っ
た
の
は
、

図
像

を

一
面

の
黒

で
塗

り
潰
す
代

り
に
、
画
家
が
そ
れ
を
輪
郭

で
描

い
た
と
き
で
し
た
。
そ
れ
は

「
輪

郭

技

法

」
と
呼

'
ば
れ

て
い
ま
す
。
図
像

全
体

が
輪
郭

に
よ

っ
て
描

か
れ
る
こ
と
だ
け

を
い

っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
普
通

い
く

つ
か

の
部
分
が
、
し
ば

し
ぼ

大
き

な
部
分
が
、
黒
も

し

く
は
他

の
色
彩
で
充
嗔
さ
れ
ま
す
。

こ
の
輪
郭
技
法

は
ア
テ
ナ
イ
の
陶

工
に
よ

っ
て
ず

っ
と
以
前
、
七
世
紀
に
実
施
さ
れ
て

い
た
も

の
で
、
以
来
決

し
て
廃

れ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
六
世
紀

を
通

じ
て
、
細

々
と

し
た
流

れ
で
は
あ

り
ま
し

た
が
、
黒
像

の
広

々
と
し
た
本
流

の
傍
ら
を
相
並
ん
で
生
き
講

て
い
た
の

で
し
た
。
例
え
ば

《
ア
マ
シ
ス
の
画
家
》

に
よ
る
或

る
陶
器

で
は
、
絵

の
他

の
部
分
が
黒
像
な

の
に
、

一
女
性

の
形
象
だ
け
が
輪
郭

で
描
か
れ
て
い
ま

す

。

し
か
し

そ
う
し
た
輪
郭

に
よ
る
形
象

は
白

地
の
上
に
施

さ
れ
て
い
た
わ
け

で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
故
最
高

の
効
果
を
達
成
す
る
に
必
要
な
強

い

コ
ン
ト
ラ

ス
ト
は
獲
得
さ
れ

て

い
ま
せ
ん
。

輪
郭
技
法
と
白
地
を
統
合

し
た
陶

器
が
、

ア
テ
ナ
イ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ギ

リ
シ
ア
の
他

の
地
方

で
作
ら
れ

て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
地
方

の

一
つ
が

ア

ッ
テ

ィ
カ

の
陶

工
に
白
地
陶

器
を
思

い
付

か
せ
た
と
い
う
考
え
方

は
疑
問

で
す
。
む
し

ろ
そ

の
思

い
付
き
は
他
所

の
陶

器
か
ら
で
は
な
く
、
我

々
に
は
失

わ
れ
て
し

ま

っ
た
壁
画
も
し
く
は
パ
ネ

ル
画
か
ら
由
来

し
た
も

の
と
考
え

た
方
が

い
い
で
し
ょ
う
。
黒
像

は
本
質
的

に
陶
器
画
工

の
技
術
で
し
た
。
そ
し
て
黒
像

の
時
代

を
通

し

て
、

ア
テ
ナ
イ
で
も
そ

の
他

の
地
域

で
も
、
木
板
も

し
く

は
壁
面

に
描

か
れ

た
絵
画

は
白
地

に
輪
郭
技
法

で
あ

っ
た
と
我

々
は
確
信
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

そ
れ
ら

消
滅
し
や
す

い
素

材
に
よ
る
絵

画
は
な
に
ひ
と

つ
ア

ッ
テ

ィ
カ
に
は
残

っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
小
さ
な

コ
リ

ン
ト

ス
の
絵
画
が
数
点

、
全
く
奇
跡
的
と
も

い
え

る
偶
然

(
9
)

に
よ

っ
て
、
こ

の
数
年
の
間

に
発
見

さ
れ
ま
し

た

。

そ
れ
ら

は
木
板

パ
ネ
ル
上

に
施
さ
れ
た
白
地

に
輪
郭
に
よ

っ
て
描
か
れ
て
お
り
ま
し
て
、

六
世
紀

の
中
葉
も

し

く
は
そ
れ
よ
り
大
し

て
遅
く
な

い
頃
に
制
作

さ
れ
た
も

の
と
思

わ
れ
ま
す
。

こ

の
新

し

い
白
地
と
輪
郭

技
法

は
多

く
の
タ
イ
プ

の
陶
器

に
使

用
さ

れ
ま
し
た
が
、
す

べ
て
の
タ
イ
プ

に
及
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、
好

ん
で
適

用
さ

れ
た
タ
イ
プ
と

そ
う
で
な

い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

と
き

と
し
て
そ
の
理
由
が
推
察

で
き

る
場
合

が
あ

り
ま
す

。
粘

土

で
作

っ
た
白

い
ア

ラ
。ハ
ス
ト

ロ
ン
は
本
来

の
材

質

で
あ

る

ア

ラ
バ

ス

タ

雪
花
石
膏
か
ら
作
ら
れ
た
そ
れ
を
想
起

さ
せ
た
の
で
し

ょ
う
。

ま
た
白

い
ピ

ュ
ク
シ
ス
、
す
な
わ
ち
化
粧
箱
は
大
理
石
製

の
同

じ
型

の
容

器

を
連
想

さ

せ
た

こ
と

で

し

ょ
う
。
他

の
場
合

に
は
こ
れ
と

い

っ
た
特

別
な
理
由

は
あ

」り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し

て
赤
像
画
家
た
ち
は
、

五
世
紀
前
半
を
通
し
て
、
折
に
触

れ
て
白
地

の
技
法

を
酒
杯

の
見
込
み
に
も
適
用
さ
せ
て

い
き

ま
し
た
が
、

そ
れ
ら

の
白
地
杯

の
い
く

つ
か
は
陶
器
画

の
傑
作

に
整

挙
げ
ら
暁

い
ま
弍

一
、

二
点

そ
れ
ら
を
眺

め
て

み
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
こ

の
時
代

の
レ
キ

ュ
ト

ス
に
光

を
投
げ
掛
け

て
く

れ
る
た
め
に
、
有
意
義
な

こ
と
と
思
わ
れ
ま

す

。

四
九
〇
年

か
ら
四
八
〇
年

の
間

に
、

笶

な
赤
像
禝

《

プ
リ

ュ
ゴ

ス
の
画
家
》

に
よ

っ
て
絵
付
け
さ

れ
た

;

の
杯

で
は
、
外
禦

赤
像

で
あ
る

の
に
、
見
込
み

の
マ
イ

ナ
ス
の
絵

は
白

地
に
輪
郭

で
描

か
れ

て
い
ま

す

。

輪
郭
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
比
較
的
赤
像

の
そ
れ
に
似

て
い
ま
す
。
と

い
う

の
は
ほ
と

ん
ど

の
線
が
純
粋
な
黒

の
陶

土
水
溶
液

(αq
一p
N
Φ
)
、
す

な
わ

レ

リ

　

フ

コ
ラ

イ

ン

ち
陶
器

の
黒
色
部
分

に
使
用
さ
れ
る
も
の
と
同
じ
も
の
だ

か
ら
で
す
。

こ
の
輪
郭

は
所
謂

「
浮

彫

線

」
と

い
わ
れ

て
い
る
も

の
で
、
赤
像

に
重

要
な
性
格

を
賦
与

し

て
い
る
、
あ

の
僅
か

に
隆
起
し
た
針
金

状
の
黒
線
だ

か
ら
で
す
。

比
較
的
小
さ
な
線

の
い
く

つ
か
は
、

こ
れ
ま
た
赤
像

に
お
け

る
と
同

じ
く

、
光

沢

の
あ

る
黄

金
茶

か
、
あ
る

い
は
黄
金
黄
で
、
こ
れ
は
ま
さ
に
あ
の
薄

め
ら
れ
た

(島

旨
Φ
住
)
黒
以
外

の
な
に
も
の
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
塗
り
潰
さ
れ
る
部
分
は
赤
像

の
場
合

に
比
べ
て

一10一



僅

か
で
、
髪
と
か

マ
ン
ト
の
縁
だ
け
で
、
し
か
も
そ
れ
ら
に
使
用

さ
れ
て
い
る
の
は
黒
た
だ

一
色
だ
け

で
す
。
以
上

の
よ
う
な
技
法

が
、
後

に
見

る
よ
う

に
、
最
初
期

の
輪
郭

レ
キ

ュ
ト

ス
に
使
用
さ
れ
た

の
で
す
。

(
12
)

二
十
五
年
後

の
大
英
博
物

館
に
あ
る
ア

フ
ロ
デ

ィ
テ
の

杯

で

は
こ
の
技
術

に
変
化
を
来
た
し

て
お
り
ま
す
。
薄

め
ら
れ
た
グ

レ
イ
ズ
顔
料
、
す
な

わ
ち
光
沢

の
あ

る
黄
金
茶

な

い
し
黄
金

黄
が
小
さ
な
線
ば

か
り
で
な
く
主
要
な
線

に
、
同
じ

よ
う

に
、
用

い
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
塗

り
潰
さ

れ
た
部
分

に
は

二
種
類

の
赤
が
、
茶
色

味
が
か

っ
た
も
の
と
紫
が
か

っ
た
も
の
と
が
使

わ
れ

て
い
ま
す
。

い
ま
や

こ
の
技
法
は
ボ

ス
ト
ン
の
レ
キ

ュ
ト

ス

(
図
8
)

の
そ
れ

に
近

い
も

の
で
す
。
そ

こ
で
も
ま

た
輪
郭

が
暗
褐
色

な

い
し
黄
金
色

の
薄

め
ら
れ

た
グ

レ
イ
ズ
顔
料

で
描

か
れ
、
ま
た
同
じ

二
種
類

の
赤
-

婦

人
の
上
衣

に
紫
赤
、
箱

の
木
材

に
茶
赤
1

が
使
用
さ

オ

ヨ

カ

ヨ

れ
て

い
ま
す
。

主
な
相
違

は
キ
ト

ン
に
も
う

一
つ
別

の
色
、
黄
土
色
が
加
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。

白

地
杯

の
ほ
と
ん
ど
は
五
世
紀

の
第

二

・
四
半
期
、
最
後

の
も

の
は
四
四
〇
年
代
に
属
し
て

い
ま
す
。

そ
し
て
第

三

・
四
半
期

に
は
白
地

の
陶
器

は
ど
ん
な

タ
イ
プ

の
も
の
で
あ

れ
稀

に
な

っ
て
い
き

ま
し
た
が
、
唯

一
の
例
外
と
し

て
白
地

レ
キ

ュ
ト

ス
が
あ
り
ま
し
た
。
減
少
す

る
ど

こ
ろ
か
、
他

の
タ
イ
プ

の
白
地
陶
器
が

ほ
と

ん

ど
制
作

さ
れ
な
く
な

っ
た
こ
の
世
紀

の
最
後

の
四
半
期

に
な

っ
て
も
盛

ん
に
作
ら
れ
続
け
ま
し
た
。
他

の
領
域

で
こ
の
技
法
が
跡
絶
え

た
後
も
白
地

レ
キ

ュ
ト
ス
だ
け

が
生
命

を
保

っ
た
理
由

は
そ

の
用
途

に
よ

っ
て
説
明
す
る

こ
と
が

で
き
ま
す
。

レ
キ

ュ
ト

ス
は
死
者
と
係

わ
る
諸

々
の
儀
式

に
お

い
て
特
別
な
役
割
を
帯
び
て

い
ま
し
た
。
遺
体
が
安
置
さ

れ

た
際

に
、
そ

れ

は
プ

ロ
テ

シ

ス

(鷺
。
匪
Φ
ω
同ω

殯

礼
)

と
呼
ば
れ

て
い
る
の
で
す
が
、

レ
キ

ュ
ト
ス
は
棺
架

の
傍
ら
に

置
か
れ
ま
し
た
。
遺

骸
に
塗

油
し
た
り
、
部
屋

を
香

り
で
浄

め
る
た

め
に
必
要
な
芳
香

の
油
を
容

れ
て
お
い
た
の
で
す
。

レ
キ

ュ
ト
ス
は
墓

の
中

に
も
容
れ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
埋
葬

や
そ

の
後

の
墓
参

の
折

に
墓

石
に
吊

り
下
げ
ら
れ
た
り
基
段

の
上

に
置
か
れ
た
り

も
し
ま
し
た
。
長

い
間
、

こ
う

し
た
諸

々
の
用
途

に
使
用
さ
れ
た

レ
キ

ュ
ト

ス
は
日
常

生
活

で
用
い
ら
れ
る
そ
れ
と
な

ん
ら
変

る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
五
世
紀

の
第

二

・
四
半
期

に
白
地

レ
キ

ュ
ト
ス
が
葬
礼

の
主
題
で
装
飾
さ
れ
始

め
ま
し
た
。

と
い
う

こ
と

は
そ
れ
が
特
殊
な
用
途
を
意
図
し

て
制
作
さ
れ
始
め
た

と
い
う

こ
と

で
す
。

こ
れ

よ
り
後

の
ほ
と

ん
ど
す
べ

て
の
レ
キ

ュ
ト

ス
は
そ

の
主
題

に
よ

っ
て
葬
礼
用

で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

さ

て
白
地

の
陶
器

の
最
大

の
欠
点

は
そ

の
脆
さ

に
あ
り
ま
し
た
。
黒
像

あ
る

い
は
赤
像

の
陶
器

の
表
面

に
傷

を
付
け

る
こ
と
ぽ

ほ
と
ん
ど

不

可
能

で
あ

る
と
語

れ

ば
、
そ
れ

は
誇
張
と

い
う
も

の
で
し

ょ
う
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
は
非
常

に
強

い
抵
抗
力

を
も

っ
て
お
り
ま
す
。
白

い
ス
リ

ッ
プ

は
そ

の
よ
う
な
耐
久
力
を
ほ
と
ん
ど
も

ち
合

わ
せ
て
お

り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
比
較
的
や
わ
ら
か
で
、
割
れ
た
り
、
ひ
び

が
入

っ
た
り
、
剥
落
さ
え
し

ま
す
。

こ
れ

は
ゆ
ゆ
し

い
弱
点

で
あ
り
、
こ
れ
が
た
め
に

日
常

に
供
す
る
た

め
に
作
ら
れ
た
陶
器
か
ら
白
地
が
姿
を
消
し
て

い

っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
墓

に
置

か
れ

た
り
、
あ
る

い
は
そ

の
中

に
容
れ
ら
れ
た
り
、
時
に
は
故

意

に
砕

か
れ
た
り
、
と

に
か
く

一
回
だ
け
そ

の
場
限
り
に
用

い
ら
れ
る
葬
礼

用
容
器

の
場
合

に
は
な

ん
ら
問
題

に
な
り
ま

せ
ん

で
し
た
。
白
地

レ
キ

ュ
ト

ス
が
他

の
白

地
陶
器

よ
り
も
長
く
生
き
延
び
た

の
は
主

に
こ
う
し
た
理
由
か
ら
で
し
た
。

同

じ
理
由
か
ら
白
地

レ
キ

ュ
ト
ス
の
画
家
は
ま
も
な
く
他
の
白

地
陶

器
の
画
家

よ
り
も
も

っ
と
多
く

の
色
数
を
使
用
す
る
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。
光

沢
の
あ
る
黒

や

黄
金
黄

は
褪

せ
な

い

(貯
ωけ)
顔
料

で
し
た
し
、
白
地
杯

の
作
家

に
よ

っ
て
使
用
さ
れ
た

二
種
類

の
地
味

な
赤

も
か
な
り
褪

せ
に
く

い
も

の
で
し
た
。
し
か
し
ボ

ス
ト

ン

一
11
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の
レ
キ

ュ
ト
ス
の
画
家
は
す

で
に
も
う

一
つ
別

の
、
恐
ら
く
か
な
り
褪

せ
や
す

い
顔
料
、
す
な
わ

ち
不
透
明
顔
料

(ヨ
p
ε

の
黄
土
色
を
付

け
加
、兄
よ
う

と
し
て
お
り

ヴ

ァ
　

ミ

リ

オ

ン

ま
し

た
。
さ
ら

に
こ
の
画
家
は
他

の
作
品
で

ロ
ー
ズ

・
レ
ッ
ド
あ
る
い
は

朱

を
も
使
用
し

て
お

り
ま
す

し
、

こ

の
画

家

の
同
世
代

の
幾
人

か

は

ス
カ
イ

.
ブ

ル
ー
や
明

る
い
紫
な
ど
も
採
り
入
れ
て
お
り
ま
す
。

後
期
白
地

レ
キ

ュ
ト
ス
に
お

い
て
は
そ

の
技
法
に
変
化
を
来

し
て
お
り
ま
す
。

レ
キ

ュ
ト
ス
に
お
け

る
最
大

の
技
法
上

の
相
違
点
は
、
前
期
に
お

い
て
は
輪
郭

が
光

沢

の
あ

る
黄
金
茶
な

い
し

は
黄

で
あ

っ
た
も

の
が
、
後

期
に
は
不
透

明
顔
料

に
な

っ
た
こ
と

で
あ

り
ま
す
。
そ

の

マ
ッ
ト
の
色

は
赤
あ
る

い
は
黒
、
も
し
く
は
両
者

の

混
合
さ
れ

た
も

の
で
す
。

二
つ
の
う
ち
赤

の
方
が
よ
り
耐
久
力
を
も
ち
、
黒
は
し
ぼ

し
ぼ
色
褪

せ
た
灰
色

に
変
色

し
て
し
ま

い
ま
す
。
後
期

の
様
式

に
は
、
塗
り
潰
さ

れ
る
部
分

に
緑
、
藤
が
加
え
ら
れ
、
す

で
に
使
用
さ
れ
て

い
た
他

の
顔
料

と
共
に
か
な
り
多
様

な
色
数
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

光

沢
あ

る
輪
郭

か
ら

マ
ッ
ト

へ
の
変
化

は

一
見
さ
れ
る
よ
り
も
は
る
か
に
重

要
な
こ
と
な
の
で
す
。
最
初
、
画
家

は
自
分

の
欲
す

る
限
り

の
も

の
を
グ

レ
イ
ズ
顔
料

で
描

い
て
い
た
こ
と

は
確

か
な

こ
と

で
す
が
、
時
が
経

つ
に
つ
れ

て
、
も

っ
と
流
暢

な
手
段
を
用

い
れ
ば
も

っ
と
自
由

に
描
け

る
こ
と

に
気
付
き
、
す
み
や
か

に
、
素

描
風
に
描

け
る

フ
リ
ー

ハ
ソ
ド

の
描
写
方
法
を
開
拓

し
た

の
で
し
た
。
幾
人
か

の
画
家

が
前
期

の
画
家

の
堅
固
で
熟
慮

を
要
す

る
線
を
捨

て
て
そ

の
新
し

い
方
法
を
採

り
入
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
よ
り
厳
格
な
も

の
か
ら

よ
り
自
由
な
も

の

へ
と
推
移
し
て

い

っ
た
美
術
の

一
般
的

な
趨
勢

に
部
分
的

に
は
起
因
す

る
も

の
で
す
が
、
し
か
し

あ
く
ま
で
部
分
的

に
過
ぎ
ず
、

そ
れ
が
証
拠

に
後
期

の
レ
キ

ュ
ト
ス
と
同
時
代

の
赤
像

作
品
は
同
じ
よ
う
な
特

徴
を
示
し
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

さ
て
こ
の
あ

た
り
で
お
話

し
て
お
く

の
が

よ
ろ
し
か
ろ
う
と
思

い
ま
す
が
、
皆
様
が
公
私

の
ほ
と
ん
ど

の

コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
、
さ
ら

に
は
こ
の
主
題

に
係
わ

る
ほ
と

ん
ど

の
刊
行
物

中
の
図
版
で
目
撃

さ
れ
る
、
事
実
と

異
な

る
、

つ
ま
り

ひ
と
が
手
を
入
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
損
わ
れ
て
し
ま

っ
た

レ
キ

ュ
ト
ス
に
対

し
て

=
石
ご
注
意

申
し
上
げ
て
お
き
た

い
。
陶

器
そ
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
常

に
古
代

の
も

の
で
す
が
、
絵
だ
け
が
現
代

の
も

の
に
な

っ
て
し
ま

っ
て

い
ま
す
。
非
常

に
多

い
ケ
ー
ス
は
、

絵

の

一
部
が
古
代

の
も

の
で
あ

っ
て
も

修
復
者
が

そ
の
全
体

確

上
げ

て
し
ま
う
例

で
、
そ
れ
ど

.乞

か
修
禦

古
代

の
軽

ま
で
及
ん
で
し
ま

っ
て
い
る
.」
と
さ

え
あ
り
ま
す
。
断
片

で
さ
え
し
ば

し
ぼ

描
き
変

え
ら
れ
て
い
ま

す

。

形
体
と
技
法

に
関
し

て
は
十
分
申
し
上
げ
た
の
で
、
次
に
諸

々
の
主
題

に
移

る
こ
と

に
し
ま
す
。
死

は
三
様

の
姿

で
表
現
さ
れ
ま
す
。
ま
ず

ヘ
ル
メ
ス
、
魂

の
導
き

手

は
死
者

の
手
を
執

る
か
、
そ

の
行
く
道
を
示
し
ま
す
。

次
に
カ

ロ
ン
は
そ
こ
彼

の
ボ

ー
ト
の
中

に
い
ま
す
。
そ

し
て
死
者
が
、
し
ば

し
ぼ

ヘ
ル
メ
ス
に
導

か
れ
て
、

彼

に
歩

み
寄

っ
て
き

ま
す
。
そ
し

て

「眠
り
」
と

「死
」
、
有
翼

の
男
と
し

て
表
現
さ
れ
、
「死
」
は
常

に
有
鬚

、
「眠

り
」
は
普
通
若
者

の
姿

で
、
遺
骸
を
彼
岸

に
運

ぶ

た
め
に
、
そ
れ
を
持

ち
上
げ

て
い
ま
す
。

ヘ
ル
メ
ス
と

カ

ロ
ン
は
太
古

の
昔

に
確

立
し
た
宗
教

上
の
信
仰

に
根
差

し
て
い
ま
す
。

「眠
り
」
と

「死

」

は

ホ
メ

ロ
ス
の

『
イ
リ
ア

ス
』

(×
≦

℃
㊦
①
①
1
①
朗
)

の
詩

句
に
基
づ
く
詩
的
創
造
物

で
あ

っ
て
、
そ

こ
で
は
、
息
子

の
サ

ル
ペ
ド

ン
を
助

け

る
術

の
な

い
ゼ
ウ

ス
が

ア
ポ

ロ
ソ
に
、

「
死
」

と

「眠

り
」

に
サ
ル
ペ
ド

ン
の
遺
骸
を
戦
場
か
ら
運
び
出
し
故
国

に
も
た
ら
す

こ
と
を
告
げ

る
よ
う
、
命
令

を
下

し
て
い
ま
す
。
我

々
は
こ
れ
ら

の
主
題

に
後

ほ
ど
出
会

う
こ
と
に

な
り
ま
す

の
で
、

こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
触
れ
な

い
こ
と
に
致
し
ま
す
。
た
だ

一
言
、

カ

ロ
ン
は
、
粗
野

で
は
あ

り
ま
す
が
、
獰
猛

で
は
な
く
、
典

型

的
な
舟
頭

と
し
て
表
現

さ
れ
る
と

こ
ろ
が
、
あ

の
ダ

ン
テ
が
歌
う
、
さ
迷
う
者
は
誰
で
あ
れ
そ

の
櫂
で
殴
打

す
る
燃

・兄
る
燠

の
眼

の
カ

ロ
ン
と
異
な

っ
て
い
ま
す
。
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即

超
自
然

の
創
造
物

を
描
き
込
ま
な

い
他

の
絵
ー

そ
し
て
そ
れ

ら
が
大
多
数

を
占

め
て
い
る

の
で
す
が
ー

は
解

釈
が
常

に
容

易

と

い
う
分
け

に
は
ま

い
り
ま
せ
ん
。

二
、

三
予
備
的

な
こ
と
を
述

べ

て
お

い
た
方
が

い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ

の
よ
う
な
場
面
の

「
つ
は
、
実
際

、
な
ん
の
困
難
も
な

い
も

の
で
す

。
プ

ロ
テ

シ
ス
、

す
な

わ

ち
遺
骸

を
寝

台

の
上

に
横

た

え

、
哀
悼

の
人

々
が

そ
の
傍
ら

に
配
さ
れ

て
い
る
場
面

で
す
。
こ

の
絵

の
主
題

は
大
変
古
く
、
陶
器
画
家
が

四
百
年

に
わ
た

っ
て
描

き
続
け

て
き

た
も

の
で
、
お
気
付
き

の
よ
う

に
、
五
世
紀
に
、
ま

略
群
携
婦齢
纏
妹緇
鵬
笥
興
禰藷
晶

由
意
志

に
任
さ
れ
て
、
「
同
じ
よ
う
な
」

主
題

を
取
扱

っ
た
な
ら

ば
、
五
世
紀

の
画
家

が
ど
ん
な
感
情

を
も

っ
て
そ
れ
を
表
現

し
得

た

か
を

知

る

に

は
、

ニ

ュ
ー

ヨ

ー

ク

に
あ

る

《
エ
レ
ト

リ

ア

の

画
家

》

に

よ

る
或

る
陶

器

(我

々

の

レ

キ

ュ
ト

ス
の

;

で
は
な

い
)

の
白
地

の
絵
を
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
+

分
だ
と
思

い
ま

帽

)・

そ

こ
で
婆

ト

。
ク

。

ス
の
遺
骸

の
傍
ら

に
坐
す

ア
キ

レ
ウ

ス
、
人
物
像

は

二
人
だ
け

に
減

じ
ら
れ

て
お

り
ま
す

(図
9
)
。

最
初
期

の
輪
郭
技
法

の
レ
キ

ュ
ト

ス
は
主
題

の
選
択

に
お
い
て
他

の
陶

器

と
同

じ
よ

う
な
幅

広

い
領

域

を

も

っ
て

い
ま
し
た
。

し
か
し
白
地

レ
キ

ュ
ト
ス
が

五
世
紀

の
第

二

・
四
半
期

に
お

い
て

一
つ
の
特

異
な
種
属

と

し
て
定
着

し
は
じ
め
ま
す
と
、
主
題

は
大
部
分
が
家
庭
生
活
か
ら
採
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
は

女
主
人
が
侍
女

や
姉
妹
と
共

に
、
母
親
が
子
供
や
乳
母
と
共
に
、
ま
た
、
妻

や
友
達

と
別
れ
を
交

わ
す
兵
士

や

旅

人
が
登
場

し
て
き
ま
す
。

ボ

ス
ト

ン
の
レ
キ

ュ
ト
ス

(図
8
)

の
主
題
は
女
主
人
と
侍

女
で
あ

り
ま
す
。
侍
女
が
女
主
人

に
も
た
ら
し

て
い
る
の
は
普
通

の
形
を
し
た
よ
く
見
る
箱

で
、
宝
石
、
飾
帯
、
頭
飾

り
、
あ

る
い
は
他

の
装
身
具
か
な

に
か

を
容
れ

て
い
た
も

の
で
す
。
死
を
暗

示
す

る
よ
う
な
も

の
は

】
つ
も
あ

り
ま
せ
ん
。
も
し

こ
の
よ
う
な
陶
器
が

女
性

の
墓
か
ら
発
見
さ
れ
れ
ば

、
こ
れ
を
そ
こ
に
副
葬

し
た
悲
し

め
る
人

々
が

こ
の
人
物
像
を
或
る
意
味

で

の

一13一



故
人
と
し

て
表
現
し
、
あ
る

い
は
故
人
と
し
て
追
想

し
て

い
た
か
も

し
れ
な

い
と
考
え

て
も
お
か
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
の
人
物
像

は
当
然

の
こ
と
な
が
ら

肖
像
と
し

て
考
え
ら
れ

て
は
お
り
ま
せ
ん
。

レ
キ

ュ
ト

ス
は
既
製
品

の
中

か
ら
買

い
求

め
ら
れ
た

に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。
南

国
で
は
死
の
時
点

か
ら
埋
葬

ま
で
あ

ま
り

時
間

を
と

る
わ
け

に
い
き
ま

せ
ん

の
で
、
注
文
に
よ

っ
て
陶

器
を
作

っ
て
い
る
余
裕

は
ほ
と

ん
ど
な
か

っ
た

で
し

ょ
う
。
ま
た
こ
の
画
家

は
こ
の
よ
う
な
絵

を
日
常
普

通

に
使
用
さ
れ

る
陶
器

に
も
同
じ
よ
う

に
描

い
て
お
り
ま
し
た
。

(15
)

し
か
し
な
が

ら
、

コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ

ン
に
あ
る
同
じ
画
家

に
よ
る
も
う

一
つ
の
別
の
陶

器
に
目
を
転

じ
ま
す

と

、

我

々
は
二
人

の
女
性
が
共
に
手
に
特

別
な
も
の
を

持

っ
て

い
る
の
に
出
会

い
ま
す
。
女
主
人

は
、
し
ば
し
ば
墓

の
基
段
に
立

っ
て

い
る
の
を
見

か
け

る
蓋
付
き
香
油
容
器

の

一
つ
を
持

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
容
器
に
は

他
の
利

用
法
も
あ

り
ま
す

の
で
特
別
な
意
味

は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
侍
女

の
方
は
も

っ
と
は

っ
き

り
し
た
性
格

の
も

の
ー

リ
ボ

ン
や
羊
毛
地

の
帯
を
容
れ
た
大
き
な
平

籠
i

を
抱
え

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
籠

は
多
く

の
墓
地

の
場
面

に
描
か
れ
て
お
り
、
ま
た
こ
の
よ
う

な
帯

や
リ
ボ

ン
は
墓
石

の
周
囲

に
結
ば
れ
た
り
、
基
段

の

上
に
置
か
れ
た
り
し
て
お
り
ま
す
。

コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ

ン
の
レ
キ

ュ
ト
ス
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
絵

の
解

釈
に
は

二
通

り
あ

り
ま
す
。

一
つ
は
こ
こ
に
墓
参

に
赴

こ
う
と
準

備
し
て

い
る
哀
悼

者
を
認
め
る
も
の
で
す
。
も
う

一
方

は
坐
し

た
女
性
を
死
者
と
す
る
も

の
で
、
場
面
は
、
先

の
作
品

と
同

じ
よ
う

に
、

室
内

に
置

か
れ

て

い
ま
す

が
、
画
家
は
墓

と
関
係
し
た
も

の
を

一
種

の

シ
ン
ボ

ル
と

し
て
手

に
持

た
せ
て
い
ま
す
。
前
者

の
解
釈
は
よ
り
単
純

な
も
の
で
す
が
、

恐
ら
く

よ
り
蓋
然
性
を
も

っ
た

も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
後

者
の
解

釈
も
反
証

し
よ
う
と
す

る
と
簡
単

で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

い
ず
れ

に
し
て
も
画
家

は
す
で
に
墓

を
心
の
中

に
抱
き
な
が
ら
仕
事

を

し
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
す
。
こ

の
過
程
は
白

地

レ
キ

ュ
ト

ス
が
徐

々
に
他

の
陶
器

か
ら
遠
ざ
か

っ
て
、
自
己

の
領
域
に
閉
じ
込
も
り
、
や
が
て
死
者

に
仕
・兄
る
こ

と

を
専
ら

に
し

て
い
く
そ

の
最
初

の
時
期
に
当
た
り
ま
す
。

も
う

一
つ
の
葬
礼

に
係
わ

る
特
徴

が
現

れ

て
き
ま

す
。

墓

の
表

現

で

す
。

ア
テ
ナ
イ
の
故

ヴ
ラ
ス
ト
氏

の
蒐
集

の
中

に

一
つ
の

レ
キ

ュ
ト

ス

(16
)

(
図
10
)
が
あ

り
ま

す

。

中
央

に
例

の
ご
と
く

リ
ボ

ン
が
結
ば
れ

て
い

る
墓
。

若

い
兵

士
が
槍

を
持

ち
、

一
人

の
女
性
が
用
意
し
た
彼

の
楯
を
支

え
な
が
ら
、
彼

に
彼

の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
差

し
出

し
て
い
ま
す
。
さ

て
主
題

は

「墓

の
傍
ら
で
武
装
す
る
若

者
」

と

い
う

わ
け

に
は
い
き

ま
せ
ん
。

こ

の
絵

は
二
つ
の
要
素
で
出
来
上

っ
て

い
ま
す
。
す

な
わ
ち
、

レ
キ

ュ
ト

ス

と
同
様
、
他

の
多
く

の
陶
器

に
も
描
か
れ
て

い
る
よ
う
な
、

一
つ
の
伝
統

的
な
ジ

ャ
ン
ル
と
も

い
え
る
武
装
場
面
と
、
そ
れ
に
墓

と
で
あ

り
ま
す
。

墓

は
そ
の
行
為
が
実
際

に
行
わ
れ

て
い
る
場
所
を
指
示
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
た
だ
、
生
き

か
つ
行
動
し

て
い
る
者
と
し
て
こ
こ
に

図11Athens,NationalArchaeological

Museum,1816.
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表
現
さ
れ

て
い
る
兵
±
が
現
在
は
死
者

で
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。

レ
キ

ュ
ト

ス
上
の
多
く
の
絵

は
こ
の
種

の
性
格

を
具
え

て
い
ま
す
。
生
活

の

一
齣
と
墓
、

二
つ
の
要
素
が
単
純

に
併

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

(17
)

し
か
し
な
が

ら
、
時

々
、
こ
れ
ら

二
つ
の
要
素
が
な

ん
と
な
く
互

に
融
合
す
る
場
合
が
生
じ
ま
す
。

ア
テ

ナ
イ
に
あ

る
後
期

の
レ
キ

ュ
ト

ス

(
図

11
)
上

の
三

つ

の
人
物
像

は
そ
れ
自
体

と
し
て
は
完
全

に
日
常
生
活

か
ら
採

っ
た
場
面
と
し

て
形
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
若

い
兵

士
と
、

用
意

し
た
彼

の
武
器
を
持

っ
て
い
る
女
性
と
、

彼

に
話

し
掛

け
て
い
る
彼

の
友
人
、
そ

し
て
背
後

に
は
墓
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
墓

が
人
物
像
と
関
連

し
て

い
ま
す
。

な
ぜ

な
ら
兵

士

は
墓

の
基
段

に

図12Athens,NationalArchaeologicalMuseum,1935.

坐

っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

二
つ
の
主
題
-

戦
場

に
赴

く
た

め

に
武

装

し
よ
う

と
す

る
兵

士

と
、
自
分

の
墓

に
坐

し
て
い
る
姿

の
男
性
r

が
中

央

の
人
物

像

の
う

ち
に
、

い
わ
ば

「
交

差
」

し
て
い
る
と
で
も

い
え

ま
し
ょ
う
。
主
要
人
物

の
う
ち

に
交
差
す
る

二
つ
の
主
題
、
こ
れ

は
他

で
も
繰

り
返

し
描

か
れ

る
こ
と

に
な

る
も
う

一
つ
別

の
タ
イ
プ

の
絵
と

い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

さ

て
、
我

々
の
公
式

を
三
つ
め
の
レ
キ

ュ
ト
ス
、
ベ

ル
リ

ン
に
あ
る
も
の
に
適

用
し
て
み
ま

(18
)

し

ょ
う

。

前
景

に
日
常
生
活
か
ら

の

一
場
面
、
す
な
わ
ち
、

一
方

の
手
に

レ
キ

ュ
ト

ス
、
他

方

の
手

に
リ
ボ

ン
、
そ

し
て
頭
上

に
リ
ボ

ン
や
柘
榴
が
容

っ
た
平
籠

を
載

せ
た
少
女
が
、
彼
女

に
向

っ
て
急
ぎ
近
づ

い
て
く

る
兵
士

の
方

に
走

っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
背
景

に
は
墓
。

し
か
し

こ
れ

は
ど
う
考
え
て
も
お
か
し

い
。

こ
ん
な
こ
と
は

一
兵
士

の
生
涯

の
い
か

な

る

エ
ピ

ソ
ー
ド
と
も
結
び
付
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
こ
の
兵

士
が

死
者

と
し
て
考
え

ら
れ

て

い
る
と
仮
定
し

て
み
ま
し

ょ
う
。
そ

の
と
き
我

々
は
彼

に
も

た
ら
さ

れ
よ
う
と

し
て
い
る
供
物

と
彼

の
墓
と
が
理
解

で
き
ま
す
。
し
か
し
彼

の
示
す
激

し
さ

は
ほ
と

ん
ど

理
解

し
難
く
、

い
さ

さ
か
滑
稽

で
す
ら
あ
り
ま
す
。
事
実

は
、
ち

ょ
う
ど
我

々
が

ヴ
ラ

ス
ト
の
作
品

で
墓
碑
を

ア
ク

シ

ョ
ン
の
場
面
か
ら
分
離

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か

っ
た
よ
う

に
、

こ
こ
で
も
ま
た
我

々
は
分
離

の
必
要
に
迫

ら
れ
て

い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
走

る
兵
士
、
墓
、
そ

し
て
墓
を
飾
る
た

め
に
急

い
で

い
る
少
女
、
そ
う
し
た
三

つ
の
要
素

の
存
在

で
す
。
兵
士

は
墓

に
向

っ
て
、
あ

る
い
は
墓

の
周
囲
を
走

っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
彼

の
像

は
そ
れ
自
身

の
み
で
存
在
し

て
い
る

の
で
す
。

ヴ
ラ

ス
ト

の
兵

士
は
武
具
を
受

け
取

る
と

こ
ろ
が
表
現
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
ベ

ル
リ

ン
の
青

年

は
既
に
武

具
を
身

に
纏

っ
て
、
出
立

し
よ
う
と

し
て
い
る
と

こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
当
面

の
問



い
に
答

え
る
な
ら
ば
、
彼

は
墓

に
向

っ
て
で
は
な
く
、
戦
場

に
向

っ
て
走

っ
て

い
る
の
で
す
。
墓

は
絵

の
要

の
役
割

を
果

た
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
結
び
付
き
は
曖
昧

で
す
。

少
女

は
明
ら
か
に
墓

に
向

っ
て
走

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
兵
士
が
走

っ
て

い
く
方

向
は
墓

で
も
な
け
れ
ば
少
女

で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

ヴ
ラ

ス
ト
の

レ
キ

ュ
ト

ス
が
発
見
さ
れ

た
同
じ
墓

に
、
同
じ
画
家

に
よ
る
も
う

一
つ
の

レ
キ

ュ
ト

ス
が
あ

り
ま
し
た
。
そ

の
主
題

は
仲
間

の
作
品

に
描
か
れ

て
い
た

の
と
は
異
な

っ
た
性
格

を
も

っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
墓
が
並
置
さ
れ
た
、
日
常
生

活
か
ら
の

一
場
面

と

い

っ
た
も

の
で
は
あ

り
ま

せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
実
生
活

に
お

い
て
は
兵
士
は
籠

一
杯

の
飾
帯

な
ど
必
要

で
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
実
際

に
そ
う
し
た
も
の
を
贈

ら
れ
る
こ
と
な
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
兵
士
、
墓
、
そ
し

て
籠
を
持

っ
た
女

性
、
三

つ
の
要
素

か
ら
成

り
立

っ
て
い
ま
す
。
兵
士

は
彼

の
墓

に
坐

っ
て
い
る
も

の
と
考

え
て
よ

い
と
思

い
ま
す
。
女
性

は
墓

を
飾

る
た
め
の
飾
帯
を
持

っ
て
き
た
と

.」
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
或

る
立.喋

で
は
そ

.」
に
埋
葬
さ
れ
た

.」
の
罐

へ
の
供
物
で
あ
り
ま
究

さ
て
、
ア
テ
ナ
イ

に
最
も
美
し

い
レ
キ

ュ
ト
ス
の

一
つ
が
あ

り
ま

す

(
図
12
)
。
中
央
に
墓

、
そ
し
て

二
つ
の
人
物
像
、
青
年
と
女
性
。
女
性

は
墓

の
基
段

に
片
足

を
掛
け
、
さ
ら
に
墓

を
飾

る
た
め
の
、
花
輪

や
飾
帯

の
容

っ
た
籠
を
置

こ
う
と
し
て

い
ま
す
。
青
年

も
ま
た
死
老

の
親

族
で
、
哀
悼
者

の

一
人
な

の
か
も
し
れ
ま

せ
ん

が
、
し
か
し
彼

は
あ
ま
り
に
威
厳

を
も

っ
て
描

か
れ
て
い
ま
す

の
で
、
我

々
は

こ
の
墓

の
住
人
が
ま
さ
に
こ

の
青
年

で
は
な

い
の
か
と
問

わ
な

い
わ

け

に

い
き

ま

せ

ん
。
も
し
そ
う
な
ら
ば

主
題

は
第

二
の
ヴ
ラ

ス
ト
の

レ
キ

ュ
ト
ス
の
そ
れ
、
す
な
わ
ち
、
墓
、
墓
に
坐
す
青
年

、
そ
し
て
籠

を
持

っ
た
女
性
、
と
同

心
系
列

に
属
す

る

も

の
と

い
え
ま
し

ょ
う
。

以
上

で
レ
キ

ュ
ト

ス
の
主
題

に
関

し
て
の
議
論
が
尽
く
さ
れ

た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
起
り
得
る
種

々
の
困
難

を
示
す
の
に
は
役

立

っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
主

題

の
或
る
も

の
は
現
実
に
起

り
得

る
聾

の
と

い
う

よ
り
頭

の
中

で
組

み
立

て
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
を
説
明
し
よ
う
と
な
る
と
理
解

し
難

い
も

の
に
な

っ
て
し
ま

い
ま
す
。
今
日
で
は
誰
も
が
時

間
と
空
間

の
統

一
は
絵

の
必
要

不
可
欠
な
要
素

で
は
な

い
こ
と
を
理
解
し
て

い
ま
す
。
し
ば

し
ば

、

い
ま
は

死
ん

で
し

ま

っ
た
人
間

が
、

か

っ
て
そ

の
人
を
愛

し
、
現
在

は
そ
の
人
を
想

い
出

そ
う
と

し
て
い
る
人

々
を
伴

っ
て
描
か
れ

て
い
る
と

い
え
ば

十
分
な
説
明
と
な
る
で
し

ょ
う
。

そ
の
他

の
困

難

は
具
体
的
な

こ
と

で
、
例
え
ば

任
意

の
人
物
像

が
哀
悼
者

な
の
か
そ
れ

を
受
け

る
者
か
を
識
別
し
た
り
す
る
こ
と

で
す
。
し
ば

し
ば
疑

問
は
残

る
も
の
の
、

そ
れ
が

そ

の
ま
ま
画
家
も
し
く
は
購
入
者
が
明
確

な
考
え
を
心
に
抱

い
て
い
な
か

っ
た
と

い
う

こ
と

に
は
な
り
ま
せ

ん
。
主
題
を
諸
要
素

に
分
解

し
、
そ
れ
ら
の
間

に
ど

の
よ

う
な
種
類

の
関
連
が
存
在
す
る

の
か
見
出
そ
う
と
努
力
す
る
こ
と
が
有
効

か
と
考
え

ま
す
。
と
き
と
し

て
そ

の
関
連

は
非
常

に
希
薄

な
も

の
で
あ
り
ま
し

ょ
う
が
、

そ

こ
に
嗅
ぎ
分
け
ら
れ

る
も

の
が
あ
れ
ば
、
な
ん
と
な
く
混
ざ

り
合

わ
さ
れ
た
諸
成
分

に
と

っ
て
少
な

か
ら
ず
役
立

つ
も

の
と
な
り
ま
し

ょ
う
。

陶
器

の
様
式

に
赴
く
前

に

一
言
断

っ
て
お
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ボ

ス
ト

ン
の

レ
キ

ュ
ト
ス

(図

8
)

に
は
、
他

の
多
く

の
も

の
に
お
け
る
と
同
じ
よ
う
に
、
銘
が

記
さ

れ
て
い
ま
す
。
銘
は

「
ア
ル
キ

マ
コ
ス
の
子
、
ア
ク
シ
オ
ペ
イ
テ
ス
は
美
し

い

(
カ

ロ
ス
)
」
と
読
め
ま
す
。
当
然

こ
の
銘
は
、
こ
の
陶
器
が

ア
ク

シ
オ
ペ
イ
テ

ス

の
墓

の
た
め
に
意
図
さ
れ
た

こ
と
を
伝
え

て
い
る
も

の
、
と
判
断
さ
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

し
か
し
そ
れ

は
誤

り
で
す
。
そ

の
理
由
を
説
明
す
る
に
は
時
間

が
掛
か

り
ま
実

い
ま
は
、

.」
れ
ら

の
カ

・
毳

は
な

に
も

レ
キ

観

乏

限
定

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く

六
世
紀
と

五
世
紀

の
ア

.
テ
イ
カ
の
す
べ
て

の
陶
器
画
に
特

徴
的

な
も
の
で
あ

っ
た
と

い
う

こ
と
だ
け
申
し
上
げ

て
お
き
ま

す

。

一16一



さ

て
、(蹶

は
レ
キ

ュ
ト
ス
の
様
式

に

つ
い
て
で
す
。

た

っ
た

一
つ
の
白

地

レ
キ

ュ
ト
ス
、
最
近

ア
テ
ナ
イ

で
発
見
さ
れ
た
大
変
早
期

の

一
断
片
だ
け
が
署
名

を
残

し

て
い
ま

す

。

そ

の
他

の
作
品
を
グ

ル
ー
プ
分
け
し
、

そ
の
各

々
に
そ
れ
ぞ
れ

の
作
者
を
指
定
し

て
い
く

に
当
た

っ
て
、
頼
れ
る
も

の
は
陶

器
そ

の
も
の
以
外

に
な
に

も
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く

の
学
者

が
こ
の
問
題

に
取

り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ

の
最
初

の
、
真

の
パ
イ
オ

ニ
ア
は
、
こ

の
部
屋
に

い
ら

っ
し

ゃ
る
方

々
の
中

に
も

盛

名
前
を
ご
存
知

な
方

が
あ
ろ
う

か
と
摂

ま
す
が
、
故

R

.
c

.
ボ

サ

ン
ケ
博
士

で
あ

っ
た
、
そ
う
申
し
上
げ

て
も
恐
ら
く
お
許

し

い
た
だ
け
る
も

の
と
存

妄

す

。ら赧懿
欝

聾

蘿
讐

縢

悌泌
蠣

誘
纏

し鷲

警

繕
瑚護
蘿

繰

"繰縫

燧
鶴
窯

ち
の
手
に
な

っ
た
も
の
で
す
.

シ
チ
観

の
セ
リ
ヌ
ス
で
発
見
さ
れ
、
現
在
パ

レ
ル
モ
美
術
館

に
あ
る
イ

フ
,
ゲ
ネ
イ
ァ
の
犠
牲
が
描

か
れ
た
レ
キ

、
ト
ス
断
片

は
赤

像

画
家

の
ド

ゥ
リ

ス
に
よ
る
も

の
で

す

。

年
代

は
紀

元
前

四
九
〇
年
頃

の
も

の
で
、
そ

の
技
法
は

《
ブ

リ

ュ
ゴ

ス
の
画
家
》

に
よ
る

マ
イ
ナ
ス
を
描

い
た
白
地
杯
と

(25
)

全

く
同
じ
で

す

.

ー

黒

の
浮
彫
線
と
、
細
部

に
は
薄

め
ら
れ
た
グ

レ
イ
ズ
顔
料
に
ょ
る
枩

纏

+
年

も
し
く
は
+

五
年
後

に
、
《
パ
ン
鋸

家
》
と
呼
ば
れ
る
も

う

一
人
の
優

れ
た
赤
像
画
家
が
、
同

じ
技
法
を
用

い
て
レ

ニ
ソ
グ

ラ
ー
ド

の
レ
キ

ュ
ト

ス
に
白
鳥

と
戯

れ
る
ア
ル
テ
ミ

ス
の
絵
を
描
き

ま
し

た

。

し
か
し
な
が
ら
、

一
つ
だ
け
新

し
い
特
徴
が
加
わ

り
ま
し
た
。
そ
れ

は
第

二
の
雪

の
よ
う
な
白

の
使

用
で
、
白
鳥

は
も

と
よ
り
、
女
神

の
顔
、
腕
、
足

に
お

い
て
も
、
背
地

の
白

の
上
に

重

ね
ら

れ
て
い
ま
す
。
以
上

の
も

の
や
そ

の
他

の
初
期

の
レ
キ

ュ
ト
ス
の
主
題
は
、
前

に
も
言

及
い
た
し
ま
し
た
よ
う

に
、
墓
と

は
な

ん
の
関
係
も
な
く
、
ど

の
よ
う

な
タ
イ

フ
の
陶
器

に
も
覊

す

る
よ
う
な
種
類

の
も

の
で
玄

ド

ゥ
リ

ス
に
よ
る
も
の
が

;

、
《
パ

ン
の
画
家
》
に
よ
る
も

の
が

二
つ
、
そ
れ
だ
け
し
か
白
地

レ
キ

、

ト
ス
は
残

っ
て
い
ま
せ

ん

。

彼
等

は
疑

い
な
く
他

に
も
描

い
た

の
で
し

ょ
う
が
、
そ
の
数

は
多
く

は
あ

り
ま

せ
ん
で
し
た
。

黒
の
輪
郭
か
ら
鏖

茶
の
そ
れ
へ
1

浮
彫
線
融

薄
め
ら
れ
た
グ
レ
イ
ズ
顔
料
へ
ー

の
重
要
な
変
化
は
六
〇
年
代
に
属
す
る

蘚

の
作
.叩
で
す
で
に
実
現
さ
れ

て
お
り
、
技
法
上

ロ
ン
ド

ン
の

ア

フ

ロ
デ

ィ
テ

の

杯

は
そ

れ

に
相
当
す

る

の

で
す

が
、

そ
れ

と

の
主
な
相

違

は

ア

ル
テ
ミ

ス
の
作
品

に
見

ら
れ

る

の
と
同

じ

セ

カ

ン
ド

　
ホ

ワ

イ

ト

軽

鎚
鞍
性輕

捕

籌

鬢
駈饕

.對

騒

躯
鞭
嫁韃
蝶

鑞

い蕪

惣
鷺

捲

紳黥
溜

立
さ
れ

て
い
ま
せ

ん
が
、
そ

の
過
程
に
あ
り
ま
し
た
。

白
地

レ
キ

ュ
ト
ス
の
可
能
性
と
そ

の
将
来

を
決
定

し
た
の
は

《
ア
キ
レ
ウ
ス
の
画
家
》

で
し

た
。
時
代
と
嗜
好
と
を
異
に
す
る
人

々
が
彼

を
継

承
す

る
こ
と

に
な

っ

て
、
様

々
な
変
革
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
白

地

レ
キ

、
鉱

は
最
後

ま
で
彼

の
刻
印
を
引
き
ず

っ
て
い
き
ま
し
た
。
彼
は
偉

大
な
赤

像

画
家

で
、

そ

の
名

前

は
ヴ

ァ

テ
ィ
カ
ン
に
あ
る
赤
像

ア
ン
フ
ォ
一フ
笛

来

し
て

い
ま

す

.

彼

は
長

い
キ

ャ
リ
ア
を
も
ち
、
赤
像
お
よ
び
輪
郭
双
方
を
手
掛

け
た
彼

の
芸
鍍

ゆ

っ
く
り
と
成
熟

し

ま
し
た
。
彼

の
初
期

の
レ
キ

ュ
ト

ス
で
傑
作

と
い
わ
れ
る
も
の
は

一
つ
も
あ

り
ま

せ
ん
。

ア
テ
ナ
イ

に
あ
る

一
作
品
は
こ
の
初

期
の
典
型

で

す

。

「墓
参

の
準
備
」

と

い
う

こ
の
主
題

の
古

い
解

釈
は
最

も
蓋
然
性
が
あ

り
ま
す
。
脚
部

は
現
代

の
も

の
で
す
が
、
女
主
人

の
マ
ン
ト

の
黒
や
侍

女
の
上
衣
の
明
る

い
赤

を
含
む
、
陶
器

の

一
17

「
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図14Munich,StaatlicheAntikensammlungen,

SchoenCollection,80.

他

の
部
分

は
大
変

よ
く
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。
初
期
の

レ
キ

ュ
ト

ス
す

べ
て
に
こ
の
画
家

は

「第

二
の
白
」

を
用

い
て
い
ま
す
。
後

に
彼
は
そ
れ
を
放
棄

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
と
き

ま
で

レ
キ

ュ
ト
ス
は
そ

の
完
成

に
至

る
こ
と

は
あ
り
ま

せ
ん
。
実
際
、
こ

の

「第

二
の
白
」

の
流
行

は
少

々
理
解

し
か
ね
る
と

こ
ろ

が
あ

り
ま
す
。
と

い
う

の
は
そ
れ

は
ほ
と
ん
ど
常

に

一
種

の
添
加
物

の
よ
う
に
見
え
、
そ
れ
が

そ
こ
に
あ

る

限

り
、
技
法

は
決

し
て

「純
粋
」
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
恐
ら
く
パ
ネ

ル
も
し
く
は
壁
面

上
に

描

か
れ

た
自
由
絵
画

か
ら
借
用
さ
れ
た
も

の
で
、
そ
こ

で
は
女
性

の
肌

の
白

が
そ
れ
だ
け
で
浮
き
出

し
て
く

る
こ
と

は
な
く
、
男
性

の
赤
茶
を
伴
う

こ
と

に
よ

っ
て
調
和
が
と
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ア
テ
ナ
イ
に
あ

る

一
つ
の
大
き
な

レ
キ

ュ
ト
ス
は
大
成
し
た

《
ア
キ

レ
ウ

ス
の
画
家
》

の
様
式

を
示
し
て

(
32
)

い
ま

す

。

青
年

の
キ
ト

ン
の
黄

・
オ
ー
カ
ー
色

は
大
変
よ
く
残

っ
て
い
ま
す
が
、
女
性
の

マ
ン
ト
の
暗
赤

は
そ
れ
ほ
ど

で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
年
代

は
五
世
紀

の
四
〇
年
代

に
相
違
な
く
、
パ

ル
テ

ノ
ン
の
フ
リ
ー
ズ

よ

り
恐
ら
く
幾
分
早

い
頃
の
も

の
で
し
ょ
う
。
椅
子

の
背
尭
れ

に
片
腕
を
掛
け
た
女
性

の
ゆ

っ
た
り
と
し
た
坐

り
方

は
こ
の
時
代

の
美
術

の
新
機
軸

で
し
た
。
そ
れ
ま

で
の
人
物
像

は
も

っ
と
き
ち
ん
と
坐

っ
て
お
り
、
疑

い
な
く
規
則

に
よ

っ
て
規
定
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
主
題

の
説
明

は
不
必
要

で
、
出
立

の
準
備
を
す
る
若

い

兵
士
と
そ
の
妻

で
す
。

(33
)

既
に
皆
様
ご
存
知

の

コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ

ン
の
絵

は

、

こ
の
画
家
が
最
初
期

の
レ
キ

ュ
ト
ス
以
来
描
き
続
け

て
き
た
種
類

の
も

の
で
す
が
、

こ
の
時
機

に
な
る
と
自
由
と
く

つ
ろ
ぎ
が
達
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
作
品

は
ヒ

。
ギ

ア
イ

・
ン
と

い
う
カ

・
ス
名

を
も

っ
て
い
て
、

.あ

名
揃
驗

彼

の
他

の

レ
キ

、
ト

ス
に
も
現

わ

れ
、
そ

の
う
ち

の
二
つ
の
断
片

が
皆
様

の
展
示
品

の
中

に
あ

り

ま

す

。

女
性

は
古

い
坐

り
方

を
し

て
お

り
、
同
じ
よ
う
な
人
物
像

が

ナ
ポ
リ
近
郊

ス

エ
ッ
ス
ラ
で
発
見
さ
れ
ー

か
な

り
の
数

の
白
地

レ
キ

ュ
ト
ス

が

ア
テ
ナ
イ
か
ら

い
ま
だ
に
輸

出
さ
れ
て

い
た
ー

ボ

ス
ト

ン
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
レ
キ

ュ
ト
ス
に
も
現
わ

れ

て
い
ま

撃

画
護

そ

の
人
物
た
ち

の
手
に
・
侍

女
が
女

主
人

に
持

っ
て
き

た
花
輪

か
首
飾

か
・
な

に

か
そ

ん
な
も

の
を
描
き
忘
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
記
さ
れ
た

の
と
同
じ
カ

ロ
ス
名

ア
ク
シ
オ
ペ
イ
テ
ス
は
シ

チ
リ
ア
の
ゲ

ラ
で
発
見
さ
れ
、

こ
れ
ま
た
ボ

ス
ト

ン
に
あ
る
も
う

一
つ
の
陶
器

に
も
現

わ
れ

ま
す
が
、
そ
れ

が
我

々
が
最
初

に
接
し
た

レ
キ

ュ
ト
ス

(図
8
)

だ

っ
た
わ
け
で
す
。

や

っ
と

こ
こ
で
そ
れ

を
取
扱
う

こ
と

に
な

り
ま
し
た
。
そ
し

て
こ
の
画
家
を
知
る

に
至
る
わ
け
で
す
1

垂
直
線

と
水

平
線

と
四
角

い
画
面

を
基
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本

に
し
た
単
純
な
構
図
、
運
筆

の
確

か
さ
と
美
し
さ
、
そ
れ
に
人
物
像

の
自
然
な
優
雅
さ
。
写
真

で
は
明
ら
か
に
な
ら
な

い
の
は
彼

の
色
彩

の
魅
力

で
す
1

白

地
、

オ

ド

カ

　

磧齢韓

藁

灘
鰹

齢
酷ゲ馨

鹸

耀
饗

塘
整
擁議
鋸

嬾
熱

鱗
か鰻

て

〕

フ

。
イ

フ
の

ブ

ル
去

ホ

ー

ル
の

エ
ル
諺

卿

の
蒐

集

に
あ

っ
た

も

の

(
図

B
)

ー

そ

れ

か

ら

〔
か

っ
て
〕

、、・
ユ
ン

ヒ

ェ
ン
の

フ

ォ

ン

・
シ

ェ
↓

博

士

の

蒐
集

に
あ

っ
た
通
常

の
も

の
と

は
違

っ
た
陶

器

(
図

14
)
を
見
る

こ
と

に
し
ま
し

ょ
う
。

メ
ア

ン
ダ
ー
文
様

に
少
し
、
そ
れ

に
左
手

の
人
物
像

の
髪

に
ほ
ん

の
僅
か

ヴ

ア

ユ

ミ

リ

オ

ン

な
修
復
が
あ

り
ま
す
。
彼
女

の
キ
ト
ン
上

に
は
赤

の
線

が
、

朱

の

マ

ン
ト

の
衣

襞

に

は
黒

い
線

が
施

さ
れ

て

い
ま
す

。
坐

し
た

人
物
像

の
キ

ト

ン
は
黄

・

オ

じ

カ

　

黄
土
色

で
、
そ

の
縁

の
近
く

に
朱

の
線
が
走

り
、
頭
衣

は
朱
、

マ
ン
ト
に
は

ワ
イ

ン

・
レ

ッ
ド
が
塗

ら
れ

て
い
ま
す
。
楽
器

の

一
部
は
薄

い
赤
味
を
帯

び
た
茶
に
な

っ

て
い
ま
す
。
女
性
が
岩

に
坐

し
て
キ
タ
ラ
を
奏

で
て
お
り
、
他
方
彼

女
の
仲
間

の
方

は
指

で
そ
の
音
楽

の
拍
子
を
と

っ
て
い
ま
す
。
鳥
-

多
分

ム
シ
ク
イ

(
p
≦
。
。
α

≦
震
亘
2
)
で
あ
ろ
う
か
ー

も
描
か
れ
、
岩

に
は

「
ヘ
リ

コ
ン
」
と
銘
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
「或
る
死
ん
だ
少
女

が
、
竪
琴
を
奏

で
る

一
ミ

ュ
ー
ズ
に
姿
を
変

え
て

ヘ

リ

コ
ン
山

に
移
さ
れ
た
」
と
云
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
画
家

の
語
る
言
葉

は
、
彼
女

は
ミ

ュ
ー
ズ

で
あ

っ
て
、
死
ん
だ
少
女
で
は
な

い
と
告
げ

て

い
る
こ
と
は
確

か

な

よ
う

で
す
。
場
所

の
名
前
、
特

に
山

々
の
名

前
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
稀
な

こ
と

で
、
画
家

は
彼
が
描

い
た
文
字
通

り

の
こ
と
を
意

図

し
た

に
相
違

あ

り
ま

せ

ん
。

(39
)

《
サ
ブ

ロ
フ
の
画

家

》

1

か

っ
て
あ
の

ロ
シ
ア
の
名
家
が
所
有

し
て
い
た

こ
の
画
家

の

一
陶
器
か
ら
そ
う
呼
ぼ

れ
て

い
ま
す
ー

は

《
ア
キ
レ
ウ
ス
の
画
家
》

同
様
赤
像

画
家

で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
後
者
が
偉
大
な
赤
像

の
巨
匠

の

一
人

で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
前
者

は
、
多
作

で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
凡
庸
な
画
家

で

し
た
。
彼

の
最
良

の
作
品

は
白
地

で
す
。
さ
ら

に

《
ア
キ
レ
ウ

ス
の
画
家
》
が

彼

の
ほ
と

ん
ど
す

べ
て
の
レ
キ

ュ
ト
ス
に
グ

レ
イ
ズ
顔
料

の
輪
郭
を
使
用
し
、

ほ
ん
の
僅

か
な
後
期

の
作
品
だ
け

に
新
し

い
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
地
味
な

技
法

を
採
用

し
て
い
る
の
に
対
し
、
《
サ
ブ

ロ
フ
の
画
家
》
に
あ

っ
て
は
、
輪
郭

は
光

マ

ッ

ト

沢

の
あ

る
も

の
よ
り
も
不
透
明
顔
料
が
多
用
さ
れ
て

い
ま
す
.
嚥

は
こ
.あ

展
示
品

の
中

に
彼

の
作
品
を

二
つ
見
出
さ
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う

が

、

初
期

の

は
光
沢

の
あ
る
輪
郭

で
、
後
期

の
も

の
は

マ

ッ
ト
で
描

か
れ
て

い
ま
す
。
彼

は

偉
大
な
素
描
家

で
は
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
彼

に
は
な
に
か
気
持

を
そ
そ

る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
彼

は

《
ア
キ

レ
ウ

ス
の
画
家
》

か
ら
多
く

を
学

ん
で
い
ま
す

が
、
彼

の
描
く
人

々
は
、
《
ア
キ

レ
ウ

ス
の
画
家
》
が

し
た
よ
う
な
、
両
腕
を
体

図15

Munich,StaatlicheAntikensammlungen,

SchoenCollection.76.
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側

に
付
け
た
ま
ま
下
げ
る

こ
と
を
止
め
て
、
体

か
ら
思

い

っ
き

り
離

し
て
突
き
出
す

こ
と
を
好

ん
で
い
ま
す
。

口
許
に
は
微

笑
が

、
顔

か
ら

は
表
情

が
溢

れ

て

い
ま

玄

皆
様

は

;

の
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た

二
つ
の
ヴ
ラ

ス
ト
の

レ
キ

、
ト
ス
を
ご
覧

に
な

っ
て
い
ま
す

(図
m
)
.
輪
郭
は
盛

の
も
の
で
は
鈍

い
墨

第

二
の
も
の
で

は
黒
と
赤

の
混
合
色

で
す
。
顔
料
は
前
者
で
は
赤

、
後
者

で
は
暗
赤
、
朱
、

そ
し
て
黄
土
色

で
す
。

ア
テ
ナ
イ

の

一
陶
器

に

、

残

存
す
る
限
り

で
は
あ

り
ま
す

が
、

《
ア
キ
レ
ウ
ス
の
画
家
》

の
作
品
に
は
登
場
し
て

い
な

い
、
カ

ロ
ン
の
い
る
最
初
期

の
レ
キ

ュ
ト
ス
画

の

一
つ
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
死
ん
だ
女
性
、

ヘ
ル
メ

ス
、
舟

響
燼
韓
礁
鱗
の難
磯
粲
齢
糞
黥
義
端
目律
班
鶏
癬
卸嬉
警
粥
誘
説
豪

り
ま
せ
ん
が
、
も
う

一
人

の
人
物
像
、
黒
衣
を
纏

っ
て
、
墓
に
膝
を

つ
け
、

胸
と
頭

を
叩
い
て
い
る
女
性

は
注

目
に
値

し
ま
す
。

図16Munich,StaatlicheAntikensammlungen,6248(2797).

図17Munich,StaatlicheAntikensammlungen,6254(2798).
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さ
で
、
我

々
は
こ
こ
で
三
人

の
画
家

に
よ

る
三
つ
の
陶
器
を
眺
め
る
こ
と
に
し
ま
し

ょ
う
。

三
人
と
も
多
く

の
レ
キ

ュ
ト
ス
は
残
し

て
お
り
ま

せ
ん
。
そ

の
う
ち

二

人
は
重
要

な
赤
像
画
家

で
し
た
が
、
も
う

一
人

は
赤
像
を
残
し
た
形
跡
が
あ
り
ま
せ
ん
。

最
初

は
、

ア
テ
ナ
イ
に
あ

る
大
き
な

レ
キ

ュ
ト
ス

(図
12
)
で
、
す
で
に
皆
様
が

ご
覧

に
な

っ
た
も

の
で
す
。

こ
の
作
品

に
最
初

に
注
意
を
促
し
た

の
が
ボ
サ

ン
ケ

で
あ

っ
た
た
め
、

こ
の
画
家

は
彼

に
因

ん
で

《
ボ

サ
ン
ケ
の
画
家
》

と
呼
ぼ

れ
て

い
ま
す
。
青
年

の
外
衣

は
茶

で
白

い
縁
取
り
が
あ
り
ま
す
。
女
性
の
上
衣
は

ロ
ー
ズ

・
レ
ッ
ド
だ

っ
た
か
も

し
れ
ま

せ
ん
。
僅
か

に
青
が
残

っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
五
〇
年
代

の
作
品

で
あ

っ
て
、
自
由

に
し

て
偉
大
、

い
ま
だ
厳
格
で
さ
え
あ

っ
て
、
彫

刻

で
い
え
ば
ド

レ
ス
デ

ン
の
ア
テ
ナ
像
や
ポ
リ

ュ
ク

レ
イ
ト

ス
の
ド
リ

ュ
フ
ォ
ロ
ス
像
と
同
時
代

に
属
し
ま
す
。

こ
こ
の
展
示
品

の
中
に
は
こ

の
画
家

の
優

れ
た
断
片

(43
)

が

入

っ
て
い
ま

す

。

,

(姐
)

第

二
の
レ
キ

ュ
ト
ス
は
ミ

ュ
ン
ヒ

ェ
ン
に
あ
り

ま

す

(
図
16
)
。
絵

の
向

っ
て
右
側
に

い
く

つ
か
汚

れ
が
付
着

し
、
そ

の
う
ち

の

一
つ
が
女
性

の
鼻

と

口
と

を
黒
づ

ケ
ル
ケ
イ
オ
ン

ん
だ
も

の
に
し

て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。
主
題
は
類

例

の
な

い
も
の
で
す
。

ヘ
ル
メ

ス
が
左
手

に
伝
令
杖
を
持

っ
て
岩

に
坐
し
、
右

手
で
或
る
仕
種

を
し
て
い
ま
す
。

一

人

の
女
性
が
頭
上

に
冠
を
固
定
し
よ
う
と
し
な
が
ら
、
彼

の
方

に
歩

み
寄

っ
て
き

ま
す
。
そ

の
背
後

に
は
リ
ボ

ン
が
巻
か
れ

た
墓

。

こ
の
陶

器
を
公

に
し
た
学

者

は

　

「彼
女

は
死
出

の
旅

の
身
支
度
を
し
て

い
る
の
か
」

と
問

い
、
そ

し
て
、

そ
う

で
は
な

い
の
だ
、
と
答
え

て
い
ま
す
。

「こ
れ
は
、
高
貴

な
も
の
に
さ
れ
て
は
い
る
が
、

象
徴
的
な
意
味

は
少
し
も
変

っ
て

い
な

い
、
初
期

の
化
粧

の
主
題

で
あ

る
。
…

…
絵

は
た
だ
次

の
よ
う

に
語
り
掛
け

て
い
る
、
美

し
く
身

支
度

し
、

化
粧

し

た
婦
人

が
、
夫

で
も
、
侍
女

で
も
な

い
、
こ
こ
で
は
無
慈
悲

な
死
者

の
案
内

人
と

一
緒

に
い
る
」
と
。
(電
引
彫
妙
伽
刊
誣
勧
独
顛
腱
献
っ
)

「私

に
私

の
衣
裳

を
下
さ
い
。
私

の
冠

を

つ

け

て
下
さ

い
」
悲
劇

の
女
主
人
公

の
こ
の
言
葉

は
議
論

に
な
り
ま
せ
ん
、

せ
い
ぜ

い

一
つ
の
類
似

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
確

か
に
彼

女
は
、
或

る
意
味

で
、
彼
女

の

最
期

の
旅
立
ち

の
た
め

の
身
繕

い
を
し

つ
つ
あ
る
の
で
す
。
ベ

ル
メ
ス
は
待

っ
て
い
ま
す
。
そ

の
時
が
来
ま
し
た
。
彼

女

は
自

分

の
身
形

に
最

後

の
心
配

り

を
し

ま

す
。
そ
し

て
出
立
し
て

い
き
ま
す
。

こ

の
レ
キ

ュ
ト
ス
が
思

い
出
さ
せ
て
く
れ
る
同
時
代

の
作
品

の

一
つ
に
厳
粛

で
宗
教
的
な
絵
が
あ
り
ま
す
。

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
あ

る
赤
像
陶

器
に
描

か
れ
た
、

ヘ
ル

(妬
)

メ
ス
に
護
ら
れ
た
ペ

ル
セ
フ
ォ
ネ
が
そ
れ
で

す

。

(姶
)

も
う

一
つ
の
レ
キ

ュ
ト

ス

(
図
17
)

は

ヘ
ル
メ
ス
図

の
そ
れ
と
同

じ
墓

か
ら
出
土
し
、
同
じ

ミ

ェ
ン
ヒ

ェ
ン
に
あ

り
ま

す

。

こ

こ
で
は
輪

郭

は
赤

み
が

か

っ
た

マ
ッ
ト
顔
料
で
、
細

部
に
は
赤

と
黄

が
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
私

は
こ
の
絵
を
解
剖
す
る
こ
と
を
好
み
ま
せ
ん
。

女
主
人
と
侍
女

、
も

し
く

は
姉

と
妹

と

い
う

こ
の
グ

ル
ー
プ
は
そ
れ
自

体
で
完
結

し
て

い
る
か
ら
で
す
。
墓
が
添
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
我

々
は
坐
し
た
女
性
が

二
つ
の
世
界

に
属

し
て
い
る
の
を
感

じ
ま
す
。
彼
女

は
愛
さ

れ
た
女
主
人
、
も
し
く
は
姉
妹

の

一
入
で
す
。
彼
女

は
同
時

に
墓

に
葬
ら
れ

て
い
て
、
死
者

の
河

の
岩
が
ち
の
岸
部

に
坐

し
て
悲

し
ん
で
も

い
る
の
で
す
。

二
つ
の
主

題
が
主
人
公
の
う
ち
に
交
錯
し
て
い
ま
す
。
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瓢
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像
画
家

で
も
あ

っ
た

二
人

の
非
常

に
近

い
間
柄

の
別

々
の
個
性

の
手

筬

.
た
と
耆

綉

方
が
よ

い
の
で
は
な

い
で
し

、
う
か
.
す

な
魂

、

ヘ
ル

メ
ス
図

は
、

こ
.」

の
展
示
品

の
中
に

二
つ
の
赤
像

の
断
片

が
見
出

さ
れ
る

《
ク
リ
オ
の
画
家
》

に
よ

っ

て

、

姉
妹
図
は

《
フ
ィ
ア
ー

レ
の
画
家
》

に
よ

っ

て

描

か
れ

た
も

の
と
致

し

ま
す
。

白
地

レ
キ

ュ
ト

ス
の
全
盛
期

の
前
半

を
飾

る
最
後

の
偉
大

な
画
家

は
大
英
博

物
館

所
蔵

の
、

「
タ
ナ
ト

ス

(死
)
」

と

「
ヒ

ュ
プ

ノ

ス

(
眠
り
)
」

を
描

い
た
陶

(51
)

(50
)

器

に

よ

っ
て
、
《
タ
ナ
ト

ス
の
画
家

》

と

呼
ぼ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

こ
の
作
品

は
彼

の
秀
作

の

一
つ
で
は
な

い
し
、
そ
れ
に
補
修

を
蒙

っ
て
お
り
ま
す

の
で
、

図18NewYork,MetropolitanMuseumofArt,12.229.10.

こ
こ
で
は
お
見

せ
し
ま

せ
ん
。
代
り

に
ア
テ
ナ
イ

に
あ

る

レ
キ

ュ
ト

ス
を
示
す

こ
と

に
致

し

ま

す
。
様
式

は

《
ア
キ
レ
ウ
ス
の
画
家
》

の
そ
れ
に
非
常
に
よ
く
似
て

い
て
、

ち

ょ

っ
と
見

る
と
そ

の
素
描

は
彼

の
も

の
に
思
え

て
し
ま

い
ま
す
。
し
か
し
青

年
は
も

っ
と
が

っ
し
り
し
て
い
て
、
そ

(
52
)

の
形
体

は
よ
り
豊
満

で
、
肉
付

は
よ
り
強
調
さ
れ
た
も

の
に
な

っ
て

い
ま

す

。

こ
れ
は
日
常
生
活

か
ら

の
情
景

で
は
な
く
、
背
後

に
は
墓
碑

が
建

っ
て

い
ま
す
。

両
人
物

は
墓

ス

ト

リ

ソ

ギ

ス

参

を
し
て
い
る
の
で
も
あ

り
ま

せ
ん
。
な
ぜ

な
ら
若

者

は
裸

で
、
手

に

は
垢
落
し

を
持

っ
て
い

て
、

ス
ポ

ー
ツ
場

の
光
景

で
あ

っ
て
、
墓
地

の
そ
れ

で
は
な

い
か
ら
で
す
。

画
家

が
描

こ
う

と
し

て
い
る
の
は
、

ま
た
し
て
も
、
第

一
に
墓
と
そ

の
墓

の
主
で
あ
る
男
性
、
第

二
に
は
墓

と
そ

れ
を

飾

る
た
め
に
供
物

を
運

ん
で
く

る
少
女
、

二
つ
の
主
題
が
墓

に
お

い
て
交
差
し
て

い
る
の
で
す
。

《
ア
キ

レ
ウ

ス
の
画
家
》

の
極
く
近
く
と

い
う
わ
け

に
は

い
き
ま
せ
ん
が
、

い
ま
だ
に
彼

の
影

(53
)

響

下
に
あ
る
の
が
ボ

ス
ト

ン
の
レ
キ

ュ
ト
ス
で

す

。

男
性

の

マ
ン
ト

の
朱
は
よ
く
保
存

さ
れ
、

女
性
の
外
衣

に
は
別

の
赤
が
用

い
ら
れ

て
い
ま
し

た
が
、
褪
色
し

て
し
ま

っ
て

い
ま
す
。
両
人
物

像

共

《
ア
キ

レ
ウ

ス
の
画
家
》

に
お
け

る
よ
り
も
少
し

ふ

っ
く
ら
し

て
お
り
、
頭
や
目
鼻

立
ち
も

よ
り
大

き
く
な

っ
て

い
ま
す
。

(54
)

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
あ

る

レ
キ

ュ
ト

ス

(図

18
)

は
同

じ
画
家

に
よ
る
、
少
し
遅

い
時
期

の
も
の

で
す
。
主
題

は
女
主
人
と
侍
女

と

い
う
あ

り
き

た
り
の
も

の
で
す
が
、
画
家
は
少
女

で
あ
る
侍
女

に
こ

の
上
な
く
魅
惑
的

な
姿
態

を
与
え

て
い
ま
す
。
な

ん
と

い
う
注
意
深
さ

で
物
を
運
ん
で

い
る

こ
と

で
し

ょ
う
、
女
主
人
の
た
め
ば

か
り
で
は
な

く
、
物

そ

の
も

の
の
た

め
と
思

え

る
ほ
ど

で

す
。

こ
こ

で
は
陳
腐

な
も
の
は
な
に

一
つ
あ

り
ま
せ
ん
。
画
家

は
墓
を
付
け
加
え
ま
し
た
。
そ
し

て
女
主
人

の
形
像

の
う
ち
に
宿

る
大

い
な
る
静
け

さ
故

に
、

ま
た

し
て
も
彼
女
が

二
つ
の
世
界

に

一22一
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19図

属

し
て
い
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

墓

の
上

に
椅
子
が
置
か
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
現
実

か
ら
写
し
取

ら
れ
た
も

の
で
は
あ

り
ま
せ

ん
。
本
物

の
椅
子
に
し
ろ
、
彫
刻
さ
れ
た
椅

子
に
し
ろ
、
椅

子
が
墓

の
上

に
置

か
れ

る
と

い
う

こ

と

は
現
実

に
は
あ
り
得
な

い
こ
と

で
す
.

籤

は
女

性

の
座
像

を
省

略

し
た
も

の
な

の

で
す

.

《
ア
キ

レ
ウ

ス
の
画
家
》

に
よ
る
或

る
作

品

で

は
こ
う
し
た
象
徴

は
も

っ
と
明
白

で
す
。
と

い

か
せ

う

の
は
座
席

の
傍

ら
に
裃

を
紡

い
だ

り
巻

い
た
り
す
る
女
性

の
図
像

に
常

に
目
撃
さ
れ
る
あ

の
羊

毛

を
容

れ
た
籠
が
置

か
れ

て
い
る
か
ら

で
す
。
彫
刻
さ
れ
た
人

々
の
い
る
墓
碑
が
時

々
レ
キ

ュ
ト

ス
上
に
表
現
さ
れ

る
こ
と
が
あ

り
ま
ず
が
、
完
全
な
大
き
さ
を
具
え
た
人
物
像

の
間

に
混
ざ

る
と

(
56
)

小

人
の
よ
う

に
見
え

て
し
ま
い
ま

す

。

そ
れ
を
避
け

る

た
め

に
画
家

は
象
徴

に
頼

る
こ
と

に

な

っ
た
の
で
す
。

女
主
人
と
侍
女
と

い
う
同
じ
主
漿

鬱

ナ
よ

の
画
家
》

に
ょ
る
ア
テ
ナ
イ
の
レ
キ

、
よ

に
お
い
て
同
じ
調
子

で
扱
わ
れ

て
い
ま

す

。

《
タ
ナ
ト
ス
の
画
家
》
は
、
晩
年

の

一
、

二
の
作
品

で
、

つ
い
に
新

し
い

マ
ッ
ト
に
よ
る
輪
郭

技
法

に
屈
し

て
い
ま
す
。
そ
魚
は
我

々
が
こ
れ
か
ら
向

お
う
と
す

る
彼

の
後
継
者

に
よ

っ
て
常

に

使
用
さ
れ
た
技
法
な

の
で
す
。
《
タ
ナ
ト

ス
の
画
家
》

は
白
地

レ
キ

ュ
ト
ス
と
同
様

赤
像

に
お

い

て
も
仕
事

を
し
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
彼

に
よ
る
い
か
な
る
赤
像

の
作
品
も
確
認
す
る

こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が

ら
、
彼

の
後
継
者

は
、
も
し
彼
が
、
適
当
な
呼
び
名
が
な

い
た
め
に

私
が

《
ミ

、
ン
ヒ

、
ン

・.
ω
ω
㎝

の
画
家
》
と
命
名
し
た
赤
欝

家
と
厘

輪

と
し
た
な
ら
ば
、

そ
し
て
そ
の
よ
う

に
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
主
と
し

て
赤
像
を
手
掛
け
ま
し

た

。

彼

の
最
良

の
作

品

は
五
世
紀

の
三
〇

お
よ
び

二
〇
年
代

に
属
す
る
白
地

レ
キ

ュ
ト

ス
で
す
。
《
タ
ナ
ト

ス
の
画
家
》

の
晩
期

の
陶
器

に
お
け

る
と
同
じ
落
着

い
た
美
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
よ
り
や
さ
し
く
、

よ
り
甘

美
な
も

の
に
な

っ
て
い
ま
す
。

母
と
子
供
、
そ
し

て
母

の
手

の
上
に
小
鳥

、
墓

は
な
い
け
れ
ど
も
侍
女

の
持

つ
籠
が
な

ん
と

は

(
59
)

な
し

に
葬
礼

に
係
わ
る
雰
囲
気
を
醸

し
て

い
ま
す
。

、
ア
テ
ナ
イ
に
あ

る
こ
の

レ
キ

ュ
ト

ス

は

保

存
良
好
と

い
う
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
上
衣
は
色
褪

せ
、
左
手

の
人
物
像

の
顔

は
し

み
で
汚
さ
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れ
て

い
て
、
眼
と
鼻

は
な
い
も

の
と
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま

せ
ん
。
子
供

の
像
も
ま
た
損
傷
を
受
け
て

い
ま
す
が

、
我

々
は
な
お
、

こ
の
画
家
が
子
供

の
も

つ
独
特

の

身
体
付

き
に
興
味

を
示
し
て

い
た
こ
と
、

ま
た
こ
の
子
供
が
、

こ
れ
以
前

の
美
術

に
し
ば

し
ぼ

登
場
す
る
よ
う
な
、
小

さ

い
大
人
-

小
人
ー

で
は
な

い
こ
と
、
を

看
取
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う

な
興
味

は
当
然

の
こ
と
な
が
ら

一
人

の
画
家
に
限
ら
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ギ

リ

シ
ア
美
術
が
、
そ
し

て
ギ

リ
シ
ア

の
生
活
が
、
こ

の
時
代

に
な

っ
て
は
じ
め
て
、
子
供
と

子
供

の
諸

々
の
行
為
が
表
現
す
る

に
価
す
る
も

の
と
考
え

る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。
陶
器
画

は
い
ま
鱒

供

た
ち
が

一
杯

登
場
し
始
め
ま
す
。

い
ま
言

及
し
て
い
る
画
家

に
よ

っ
て
描

か
れ
た
も
う

一
つ
の
別

の
子
供

の
絵

が

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の

レ
キ

ュ
ト
ス
に
見
ら
れ
ま

す

(

図
19
)
。
小
さ
な
子
供
が
河
岸

の
岩
の
上
に
、
歩
行
器

を
手

に
立

っ
て
い
ま
す
。

か
れ

は
振
り
向

い
て
、
軽
快
な
足
取

り
で
近

づ

い
て
く
る
母
親

に
手

を
振

っ
て

い
ま

す
。

カ

ロ
ン
、
や
さ
し

い
カ

ロ
ン
が
彼

を
待

っ
て
い
ま
す
。
画
家
が
、
子
供
と
同
様
、
母
親
を
も
死
ん

で
し
ま

っ
た
も

の
と
考

え
さ
せ
た
か

っ
た
か
ど
う

か
、
そ
れ

は

判
断
し
難

い
と
こ
ろ
で
す
。

い
ず
れ
に
し
ろ
子
供
が
舞
台

の
中
心

を
占

め
て
い
ま
す
。
ま
さ

に
子
供

の
日
で
あ
り
、
子
供

の
時
間

な
の
で
す
。

既

簍

口
及
し
ま
し
た
よ
う
に
、
カ

・
ン
は
常

に
荒

々
し

い
様

子
を
し
た
、
と
き

に
は
威
圧
す
る
よ
う
な
、
お
き
ま
端

渡

し
守

な
の
で
す
が
、

.」
の
鏤

に
あ

っ
て

は
、

恐

ら

く

彼

だ

け

で
し

ょ
う

が

、

カ

ロ

ン
が

や

さ

し

く
描

か

れ

て

い

ま
す

。

彼

の
も

う

一
つ

の

カ

ロ
ン
が

ク

ラ

コ

フ

に

、
第

三

の
も

の
が

ア

テ

ナ

イ

に

あ

り

ま

ア

ラ

バ

ス

ト

ロ

ン

す
。
後
者

で
は
、

一
人

の
女
性
が
怖

じ
け
る
こ
と
も
な
く
岸

辺
に
足

を
置
き
、
墓

の
中

の
彼
女

の
傍
ら

に
副
葬
さ
れ
た
は
ず

の
香
油
容

器
を

い
ま
な
お
手

に
持

っ
て
い

ま
す
。

(63
)

こ
の
画
家

の

一
作
品
が
、
皆
様

の
展
示
物

の
中
に
含

ま
れ
て

い
ま

す

。

さ

ら
に
大

英
博
物

館

に

は
も
う

一
つ
の
彼

の
作
品

、
巨
大

な

レ
キ

ュ
ト

ス
が
あ

り

ま

強

蠶

は
・
残
存
部
分

の
ほ
ん

の

一
部
し
か
見
せ
て
く
れ
喜

ん
が
・
陶

羃

修
復

に
よ

っ
て
損
わ
れ

る
以
前

に
撮
影
さ
れ
て

い
る
た
め
、

い
く

つ
か
の
点

で
、

現
状

の
オ
リ
ジ

ナ
ル
よ
り
も

は
る
か

に
優
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
自

体
で
完
全

な

一
つ
の
場
面
i

別
離
。
頭
を
垂
れ

て
悲
し
み

に
沈
む
若

い
兵
士
、
両
腕

に
子
供

を
抱

い
て
坐

っ
て
い
る
彼

の
妻
、
そ
し

て
彼
女

の
背
後
に
は
、
別
離

の
献

酒

の
た
め
の
酒
注
ぎ
と

皿
と

を
持

っ
た

一
人

の
女
性
が
立

っ
て
い
ま
す
。
墓
が
描
き

加
え
ら
れ
、

妻

は
そ
の
基
段

に
坐

っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
見

て
き

た
陶
器
画

に
涙
と

い
う
も

の
が
あ
り
ま
せ
ん
。
正
確

に
申

し
上
げ

る
と
、
我

々
に
伝
え

ら
れ

た
何
百
と

い
う
す
べ

て
の
レ
キ

ュ
ト

ス
の
中

で
泣

い

て

い
る
人
物
像

は

一
つ
か

二
つ
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。
悲
し
み

は
歪
ん
だ
顔

に
よ

っ
て
で
は
な
く
、
傾

け
た
頭
部
と

か
、
手
や

腕

の
仕
種

と

か
、

身
体

全
体

の
身

振

り
と

か
、

そ
う

い

っ
た
も

の
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。

い
ま
見

て
お
り
ま
す
作
品

は
子
供
を

テ
ー

マ
に
し
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
、
或

る
意
味

で
、

子
供
が
行
為

の
焦
点

に
な

っ
て
い
ま
す
。
若
者

の
関
心

は
子
供
に
向
け
ら
れ
て
い
て
、
彼

の
手

は
子
供

の
腕

に
置

か
れ

て
い
ま
す
。
多
分
お
気
付

き
で
し

ょ
う
が
、
皆
様
が

こ
れ
ま
で
眺

め
て
こ
ら
れ
た
あ
ら
ゆ
る
陶
器

の
中

で
、

天

物
豢

も
う

天

の
人
物
像

に
触
れ

て
い
る
の
は
、

.」
れ
が
最
劔

作
.叩
で
亥

最

後
に
見
る
子
供

の
絵

(
図
2。
)

は
・

、
ン
ヒ

.
ン
の
レ
キ

、
ト
ス
で

す

.

.」
れ
は
.
」
れ
ま
で
覧

た
四

つ
の
作
.
叩
の
作
者

に
よ
る
も

の
で
靈

く

彼

に
似

て

は

い
る
も

の
の
、
幾
分
若

い
別
の
画
家

に
よ

っ
て
描

か
れ
て
い
ま
す
。

一
羽

の
鳥
が

い
る

一
陶
器
画
に
因
ん
で
、
《
鳥

の
画
家
》
と
呼
ば
れ

て
い
ま

す

。

こ
の
時
期
以
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降
す

べ
て
の
レ
キ

ュ
ト
ス
に
適
用
さ
れ
た

マ

ッ
ト
輪
郭

で
描
か
れ
て

い
ま
す
。
母
親
が
子
供

に
歩
き
方
を
教
え

て
い
ま
す
。
背
後

に
土
饅
頭
型

の
墓
。

こ
う

し
た
行
為

が
墓
地

の
墓
前

で
な
さ
れ

て
い
る

の
で
は
な

い
.」
と
は
申

す
ま
で
も
あ

り
喜

ん
.

.」

.」
で
も
ま
た
日
罐

活

の

一
光
景

つ
ま
り
墓

が
語

る
の
は
、

そ
の
登
場
人
物

の

一
人
が
も

は
や

こ
の
世

に
い
な

い
と

い
う
事
実

で
す
。

同
じ
よ
う
に
大
英
博
物
館

の
レ
キ

ュ
ト
ス
で

は

、

少
年
が
輪

を
転

が
し
、
男
が

そ
れ
を
眺

め
て
い
ま
す
。

彼
等

の
傍
ら

に
墓
が
描
か
れ
て

い
ま
す
が
、
墓

地
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

母
親
そ

の
も

の
が
小
さ
く
、
子
供

の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
に
お
気
付
き

か
と
思

い
ま
す
が
、

こ
の
画
家

の
人
物
像

は
す
べ
て
こ
う

な
の
で
す
。

こ
の
こ
と

は
五
世
紀

の
三
〇
、
お
よ
び

二
〇
年
代

の
陶

器
霞

か
り
で
は
な
丸

他

の
美
術
.
瞿

お
い
て
も
し
ば
し
ぼ
起
.」
る
現
象
で
、
人
物
豢

罐

　
で
、
小

じ
ん
ま
り
と
し

た
た
め
に

重
厚
さ
を
欠
く
嫌

い
が
あ
り
ま
説

も
う

一
つ
の
別

の
形

の
衰
退
が
、

同
時
代

の
画
家

《
方
形

の
酒
辱

の
作
。瞿

源
ら
れ
ま

す

.

ア
テ
ナ
イ
に
あ

る
彼

の
二

つ
の

レ
キ

ュ
ト
ス
は
、
「遺
体
を
運
ぶ
死
と
眠
り
」
と

い
う
同
じ
主
題
を
も

っ
て
い
ま
す
。
最
初

の
も

の

は

む

し
ろ
か
わ

い
い
と
さ
え
、
私

に
は
思
え

ま
す
。
し

か
し
、
ア

(
70
)

ル
ヵ
イ

.
ク
時
代
に
お

い
て
.」
の
主
題

を

ヒ
。
イ

.
緩

描

い
た
作
.明

例

螽

大
英
博
物
館

に
あ
る
五
〇
〇
年
頃
の
赤
像

杯

の

絵

と
の
比
整

と

て
も
璽

ら
れ

る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
第

二
の

レ
キ

ュ
ト

ス

に

お
い
て
我

々
は
、
誇
張
さ
れ
た
、
や
け
に
背

の
高

い
、
細
身

の
人
物
像

や
、
そ

の
気
取

っ
た
態
度
、
だ
ら

り

り
と
た
わ
ん
だ
不
確
か
な
線

に
出
会
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
他

の
国

々
に
こ
の
種

の
描
法
が
存
在
す
る
こ
と
は
知

っ
て

い
ま
す
が
、

こ
と
ギ

リ

シ
ア
に
お

い
て
は
こ
れ

に
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。

白
地

レ
キ

ュ
ト

ス
の
最
後

の
段
階

は
、

か
わ
い
ら

し
い
芸
術

の
画
家

か
ら
も
、
気
取

っ
た
芸
術

の
画
家

か
ら
も
、
そ
の
進
展

の
可
能
性

は
あ

り
ま
せ
ん
。
派
手

で
、

か

つ
無
頓
着

な
と
こ
ろ
が
多

分
に
あ

り
ま
す
が
、
最
後

の
レ
キ

ュ
ト
ス
の
最
良

の
も

の
に
は
情
念
乏
壮
大
さ
が
あ
り
ま
す
。
最
後

の
レ
キ

ュ
ト

ス
の
大
部
分
が
所
属
す

(η
)

る
三
つ
の
重
要
な
グ
†

プ
の
一
つ
、
《女
性
の
画
家

》
1

彼
の
絵
で
は
女
性
豢

際
立
っ
て
支
配
的
で
あ
る
.」と
か
ら
そ
う
議

酸

す
ー

の
仕
事
振
り
は

と
き
に

《
タ

ナ
ト

ス
の
画
家
》

を
想
起
さ

せ
ま
す
が
、
実
際

に
関
係
が
あ

っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ア
テ
ナ
イ
に
あ

る

レ
キ

ュ
ト

ス

の

墓
を
訪
う
巨
大
な
人
物
像

(47
)

は

鴦

の
画
家
》
釀

方
形
の
画
家
》
の
そ
れ
と
好
対
照
を
な
し
て
い
ま
玄

ウ
ィ
↓

の
プ
.
テ
シ
ス

に
お
け
要

隻

ち
も
同
じ
種
族
に
属
し
て
い
ま
究

ま

た
ベ

ル
リ

ン
の
作

品

の

女
性

た
ち
も
そ
う
な

の
で
す
が
、
し

か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
彼
女
た
ち
は

レ
キ

ュ
ト

ス
に
あ

っ
て
ば
新

し
い

一
種

の
悲
哀

の
嵐
と
も

い
え

る
も
の
に
巻
き

込
ま
れ
て

い
ま
す
。
墓

に
坐

し
た
女
性

は
死
者
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
他
は
哀

悼

の
女
性

た
ち
で
す
。

し
か
し
彼
女

た
ち
は
皆
大
き
な
身
振
り

に
よ

っ
て

一
つ
の
動
き

の
中

に
溶

け
込
ん
で
い
ま
す
。

《
女
性

の
画
家
》
が
赤
像

を
用

い
た
形
跡

は
な

い
し
、
そ
れ

は
す
べ

て
の
彼

の
仲
間
に

つ
い
て
も

い
え
る
こ
と
で
す
。

白
地

レ
キ

ュ
ト

ス
は
他

の
陶

器

画
と

は
異

な

っ
た
道

を
永

ら
く
辿

っ
て
き

ま
し
た
が
、

い
ま
や
そ
れ
と

の
分
離

は
決
定
的
に
な
り
ま
し
た
。
白

地

レ
キ

ュ
ト

ス
は
特
殊
な
仕
事
場

で
生
産
さ
れ
る

よ
う

に
な
り
ま

し
た
。

(76
)

(77
)

晩

期
の
グ

ル
ー
プ
の
第

二
は

《
ト
リ
グ

リ

ュ
フ

ォ
ン
の
画

家

》

の
作
品

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
、
カ

ル
ル
ス
ル
ー

エ
に
あ

る
彼

の
レ
キ

ュ
ト
ス
が
そ

の

一
例

と

し

て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
彼

は
こ
れ
よ
り
大
き

な
陶
器
も
手
掛
け

て
は
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
優
る
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼

の
空
虚
な
芸
術

は
低
俗
な

五
世
紀
末

に
流
行
す

一
25
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る
赤
像
と
本
質
的

に
異
な
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

し

て
彼

が
、

簡
単

な
紹

介

の
仕
方

で
あ

れ
、
と
も
あ
れ
顧

み
ら
れ

る
の
は
、
ひ
と
え

に
彼
が
次
に
続
く
老

、
す
な
わ
ち

《
葦

の
画
家
》

の
グ

ル
ー
プ

に
対

し
て
引
立

て
役
を
演
じ

て
い
る
か
ら

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

.」
の
名
前

に
は
説

明
魂

要

で
玄

天

の
画
蹇

よ

っ
て
描

か
れ

沓

占
描
を
超

え

る
作

.叩
が

我

々
に
残

さ
れ
て
い
ま

す

。

彼

は
多
く

の
カ

ロ
ン
の
絵

に
岸
辺

の
葦
を
頻
繁

に
描
き
込
み
ま
し
た

が
、
そ
の
た
め
に
慣
例
的

に
そ
う
呼
ば
れ

る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
作
品
は
通
俗
画
家

の
そ
れ
で
、

(79
)

一
暼

す
る
だ
け
で
十

分
で
す
。

し
か
し
陶
器

の
造

り
、
文
様
、
赤

の
顔
料

の
性
質
な
ど
か
ら
、
こ
の

画
家

と
微
妙

に
結
び
付

く

い
く

つ
か
の
非
常

に
大
き
な

、

か

つ
美

し

い

レ
キ

ュ
ト

ス
が
存

在

し
ま

す
。
こ
れ
ら
は
そ

の
通
俗
画
家

と
同

一
の
仕
事
場

で
制
作

さ

れ

た
よ
う

に
思

わ
れ

ま
す
。

と
す

れ

ば
、
こ
れ
ら
は
、
あ
る

い
は
こ
れ
ら
の
う
ち
の
い
く

つ
か
は
こ
の
通
俗
画
家

に
よ

っ
て
、
彼

の
脂
が

乗

っ
た
時
代
も
し
く
は
充
実

し
た
瞬
間

に
描

か
れ
た
と
い

っ
て
い
い
も

の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
確

か
に

《
葦

の
画
家
》

の
手

に
成
る
も

の
で
、

そ
れ
ら
の
礁

と

の
鍵

し
を
準
備

し
て
く
れ

る
も

の

と
期
待

で
き
そ
う
な

「
い
く

つ
か

の
大
型
」

レ
キ

ュ
ト

ス

が

存
在
す

る
こ
と
も
事
実

で
す
。
し
か

し
そ

こ
に
描

か
れ
た
絵
は
そ
う
し
た
橋
渡

し
の
機
会
を
損

う
ほ
ど
見
劣

り
の
す

る
も

の
で
す
。
《
葦

の
画
家

の
グ

ル
ー
プ

(通
称

「グ

ル
ー
プ

R
」
)
》
と

い
う
都
合

の

い
い
名
称
が
あ

り
ま
す
。

し
か
し

こ
の
名
称

は
こ
れ

に
属
す

る
作
品
す

べ
て
が

一
人

の
画
家

の
手
に
成

っ
た
こ
と
を
意
味

し
て
は
お
り

ま
せ
ん
。

マ
。
ト
輪
郭
技
法

は
.」
の
グ

牛

プ

に
お

い
て
頂
点

に
鋩

ま
す
.
例
え
ぼ

、
自

分
の
墓

で
リ

ュ

ラ
を
弾

く
青
年

の
絵
が
描

か
れ

た
ウ

ィ
ー
ン
の
レ
キ

ュ
ト

ス

。

皆
様

の
展
示
物

の
中

の

二
つ
の
断

(82
)

片
は
こ
の
ウ

ィ
ー

ン
の
陶

器
に
近

い
も

の
で

す

。

こ
れ
よ
り
少
し
後
、
晩

期
の

レ
キ

ュ
ト
ス
の
中

で
最
も

よ
く
知
ら
れ
た
も

の
に
ア
テ
ナ
イ
の
陶

器

(図
11
)
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
既

に
主
題

の
観
点

か
ら
お
話
し

て
あ
り
ま
す
。
描
法

は

五
世
紀

の
最
後

の
二
十
年
間

に
流
行

し
た
赤
像
様
式
と
同

じ
時
代

の
性
格
を
も
ち
、
例
・兄
ぽ
、
女

性

の
顔

の
タ
イ
プ
な
ど
、
そ
れ
と

の
共
通
点
を
多

分
に
も

っ
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
に
は
、

メ
イ
デ

ィ

ア
ス
や
そ

の
追
従
者
た
ち

の
軽
妙

で
ほ
と
ん
ど
情
念

を
欠

い
た
芸
術

に
は
稀

に
し
か
見
出

し
難

い
壮

一26一



大
さ
が
あ

り
ま
す
。
青
年

は
ア
キ
レ
ウ
ス
で
も

メ
ネ

ア
グ

ロ
ス
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
英
雄

の
表
現

を
脳
裏

に
描

い
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

ア
テ

ナ
イ
が
破
局

に
終
る
死
闘

に
か
か
ず
り
A
.
っ
て
い
蒔

代
で
、
あ

の
怒

り
を
含

ん
晉

没

の
な
醵

し
か
の
翳

り
が

.あ

作
・叩
に
忍
び
込

ん
で
い
ま
実

皆
様

に
ご
覧

い
た
だ
く
最
後

の
陶
器

(
図
21
)
は
か

っ
て

ヒ
ル
シ

ュ
博

士
の
所
有
だ

っ
た
も

の

で

、
《
葦

の
画
家

の
グ

ル
ー
プ
》
に
属
し
、
か

つ
ア
テ

ナ
イ
の
陶

器

と
関
連
が
あ
り
ま
す
。
墓
が
な
け
れ
ば

、
三
人
の
仲
間

が
、
三
人
揃

っ
て
、
あ

る
い
は
そ

の
う

ち
の

一
人
が
出
立
す
る
た
め

に
、
無

言

の
う
ち
に
集

ま

っ
て

い
る
と
こ

ろ
と
で
も

い
え
る
場
面
で
す
。
し
か
し
、
ま
た
も
や
中
央

の
若
者
が
墓

に
坐

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
若
者
は
、
生
き

て
い
た
と
き
に
は
彼

の
仲

間
と
共
に
あ

っ
た
、
そ
の

若
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
死
者

と
し
て
彼

の
哀
悼
者

た
ち
と
共

に
い
る
若
者

で
も
あ
り
ま
す
。
赤

い
描
線
は
非
常

に
自
発
的
な
た
め
、

一
切

の
準
備
も

な
く
陶

器
に
直

イ

ン

サ

イ

ズ

ド

接
引

か
れ
た
よ
う
に
見

・兄
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

し
か
し
事
実

は
、
通
常

「線
刻
さ
れ
た

ス
ヶ

ッ
チ
」
と
呼
ぼ

れ
る
痕

跡
が
あ
り
、
諸

人
物

の
主
要

な

マ
ッ
ス
が

な
に
か

鈍

い
器
具
で
軽

く
縁
取

ら
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
諸

々
の
陶
器

は
五
世
紀
末

よ
り
も
さ
ら

に
遅

い
も

の
は

一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

レ
キ

ュ
ト

ス
が
こ
れ
以
後
十
年
間
描

か
れ
続

け
た
こ
と

は
ア
リ
ス
ト
フ

ァ
ネ

エ
ク

レ
ヒ

シ
ア

ズ

　

サ

イ

ス
の

『
女

の

議

会

』

の
有
名
な
言
葉

か
ら
も
窺
え
ま
す
。
し
か
し
白
地

レ
キ

ュ
ト

ス
は
そ
の
と
き
終

焉
に
近
づ

い
て
い
た
と

い
わ

ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

白
地

レ
キ

ュ
ト
ス
の
歴
史

は
、
そ

の
準
備
段
階
を
別

に
す
れ
ぼ
、
三
つ
の
時
期
に
区
別
で
き

よ
う
か
と
思

い
ま
す
。
《
ア
キ
レ
ウ
ス
の
画
家
》
お

よ
び
彼

の
仲
間
た
ち

の
抑
制
さ
れ
た
静
謐
な
芸
術
、
《
フ
ィ
ア
ー

レ
の
画
家
》
や

《
、・・
ユ
ン
ヒ

ェ
ン

b。ω
ら。㎝

の
画
家
》
そ
の
他

の
よ
り
や
さ

し
く
、
よ
り
感
情

が
託

さ
れ
た
芸
術
、
そ
し
て

五

世
紀
末

の
壮
大

で
、
激
情
的
な
芸
術
。
同
じ
発
展
が
も
う

一
つ
の
偉

大
な
葬
礼
記
念
物

で
あ

る
ア

ッ
テ

ィ
カ
の
墓
碑

の
グ

ル
ー
プ

の
う
ち

に
辿
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

.」
鍔

リ
ー
ズ

は
白
地

レ
キ

、
麦

よ
り
遅
れ
て
始
ま
り
、
そ
の
終

焉
は
は
る
か
後

の
.」
と

で
究

し
か
し
そ

の
展
開

は
似

て
い
な
く
も
な

い
.

五
世
紀

末

の
静

謐

の

墓

碑

は

、
垂
直
線
と
水
平
線
と
四
辺
形
に
よ

っ
て
抑
制

さ
れ
、

レ
キ

、
よ

の
笙

蝿

に
相
当

し
ま
亥

第

二
段
階

に
は
、

四
世

紀
全

体

の
抒
情

的
芸

術
、
曲

線
、
垂
れ
た
頭
部
、
手
や
腕

の
甘
美

な
絡
み
合

い
、
お
互

い
を
求

め
て
屈

み
合
う
入
物

像

、

そ
う

い

っ
た
芸
術
が
呼
応
し
ま
す
。
第

三
段
階

に
は
、
四
世
紀
末

の
芸

御

そ
れ
も
轟

塑
法
令
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
時
点
か
ら
そ
れ
ほ
ど
遡
ら
な
い
時
期
の
芸
復

線
的
要
素
が
非
常
径

か
に
な
り
、
調
子
が
益
惷

々
し
く
な
っ
た

芸
術
が
呼
応

し
ま
す
。
四
世
紀
初
頭

の

レ
キ

ュ
ト

ス
、

四
世
紀
末
期

の
墓
碑
、
共

に
豊

か
な
表
現

に
温
れ
た
芸
術
段
階
に
到
達

し
た
と
申

せ
ま
し

ょ
う
。

し
か
し
そ
の

と
き
、
ギ
リ

シ
ア
人
の
感
情

に
と

っ
て
は
、

そ
れ

ら
は
見

た
目
に
好

ま
し

い
、
適
切
な
も

の
と

い
う
よ
り
も
、
語
る
こ
と

の
危
険

に
陥

っ
て

い
た
の
で
し
た
飢
そ

ん
な

わ
け
で
終
焉

を
迎
え
る
の
も
止

む
を
得

な
い
こ
と
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

(完

)
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